
• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月１４日 

 

総 務 委 員 会



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １  

 

午前９時５７分開会 

○渡辺ひであき委員長 おはようございます。定刻

前でございますけれども、皆さんおそろいですの

で、これより総務委員会を開会させていただきま

す。 

 

           ◇            

 

○渡辺ひであき委員長 まず初めに、私より記録署

名員２名を御指名申し上げます。 

  岡安委員、土屋委員、よろしくお願いをいたし

ます。 

 

           ◇            

 

○渡辺ひであき委員長 次に、異動管理職の紹介が

あります。 

  まず、工藤副区長から、異動のあった部長級職

員について紹介をお願いします。 

○工藤副区長 おはようございます。副区長の工藤

信でございます。よろしくお願いいたします。 

  私から、４月１日付で総務委員会所管の部長級

職員に異動がありましたので、私の担任する部長

級職員を紹介いたします。 

  田中靖夫施設営繕部長です。前任職は建築室長

です。 

○渡辺ひであき委員長 ありがとうございました。 

  続いて、政策経営部長から、異動のあった所管

の課長級職員の紹介をいたします。 

○政策経営部長 私から、政策経営部内の異動があ

った課長級職員を紹介いたします。 

  山崎悠生ＩＣＴ戦略推進担当課長です。前任職

は政策経営課政策経営担当係長で、今回昇任です。 

  小口信一区政情報課長です。前任職は契約課長

です。 

  続きまして、池林智紀区民の声相談課長です。

前任職は地域文化課郷土博物館長で、今回昇任と

なります。 

○渡辺ひであき委員長 ありがとうございました。 

  続いて総務部長から異動のあった所管の課長級

職員の紹介をお願いします。 

○総務部長 私から、総務部内及びガバナンス担当

部内の異動があった課長級職員を紹介いたします。 

  山根晃契約課長です。前任職は区政情報課長で

す。 

  斉藤進ガバナンス担当課長です。前任職は危機

管理課反社会的勢力対策担当係長で、今回昇任で

す。 

○渡辺ひであき委員長 続いて、危機管理部長から

異動のあった所管の課長級職員の紹介をお願いし

ます。 

○危機管理部長 私からは、危機管理部内の異動が

あった課長級職員を紹介いたします。 

  大北有慶災害対策課長です。前任職は福祉まる

ごと相談課長です。 

  鶴田広樹災害対応力強化担当課長です。前任職

は東京消防庁世田谷消防署警防課長で東京消防庁

からの派遣でございます。 

  下川貴行防災戦略課長です。前任職は私立保育

園課公設民営担当係長で、今回昇任でございます。 

○渡辺ひであき委員長 ありがとうございました。 

  続いて、施設営繕部長から異動のあった所管の

課長級職員の紹介をお願いいたします。 

○施設営繕部長 私から、施設営繕部内の異動があ

った課長級職員を紹介いたします。 

  國井重信東部地区建設課長です。前任職は都市

建設課都市計画係長で、今回昇任です。 

  山下栄一西部地区建設課長です。前任職は庁舎

管理課長です。 

  吉永隆史庁舎管理課長です。前任職は中部地区

建設課庶務係長で、今回昇任です。 

○渡辺ひであき委員長 ありがとうございました。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

認めます。 
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 ２  

 

[執行機関一部退席] 

 

           ◇            

 

○渡辺ひであき委員長 次に、請願・陳情の審査に

移ります。 

  （１）５受理番号１８ 日本政府に核兵器禁止

条約に署名・批准を求める意見書の提出を求める

請願を単独議題といたします。 

  前回は継続審査であります。 

  執行部から何かございますか。 

○総務課長 特に変化はございません。 

○渡辺ひであき委員長 それでは、質疑に入ります。 

  なお、申し上げます。今日は、午後に区民委員

会もございますので、それを踏まえての質疑をで

きるだけよろしくお願いをいたします。 

  それでは、何か質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○渡辺ひであき委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いします。 

○伊藤のぶゆき委員 自民党の意見としましては、

日本が唯一の世界の被爆国であるということは当

然でございますけれども、核軍縮に取り組む上で

人道と安全保障の２つの観点を考慮することが重

要であるということを考えておりますけれども、

この禁止条約については、安全保障の観点が踏ま

えられていないということでございます。 

  ただやはり今現状を見ても、多分アメリカとイ

スラエルとイラン、また、ロシアとウクライナ、

正にこの核が今、問題になっているこの現状で、

しっかりと現実的な議論をしっかりと重ねていか

なければいけないということを踏まえますと、自

民党としては引き続き、もう少し検証していかな

ければいけないということで、継続とさせていた

だきます。 

○岡安たかし委員 公明党も唯一の被爆国である日

本、そして、使命としてはしっかり平和の橋渡し

をしなければいけない日本だとは思うのですけれ

ども、皆様御存じのとおり、アメリカの安全保障

の下、その核の傘の下で日本は守られている現実

もございます。この現実を踏まえてしっかりと議

論を重ねて、どうすれば本当に有効的な核拡散と

いうのを防止できるかというのをもっと探ってい

かなければいけないなと。これは、国会の方でも

しっかり議論をされているところでございますけ

れども、我が党としても、これはしっかり議論を

重ねていくという意味で、継続でお願いします。 

○はたの昭彦委員 大国の指導者が、核の使用をち

らつかせて、力による現状変更を迫っていく中で、

本当に核兵器使用の可能性が現実のものとして非

常に大きくなっているという中では、やっぱり唯

一の被爆国である日本が、この核兵器禁止条約の

批准の先頭に立って、やっぱり核兵器廃絶の立場

を表明していくということが何より大事だと。 

  被爆者がなかなか高齢化する中で、やっぱり被

爆の現状を伝えていくか、なかなかこう伝えるこ

とが難しくなっていく現状の中では、本当にこの

条約の批准が大事だと思いますので、引き続き採

択を求めたいと思います。 

○へんみ圭二委員 継続です。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○土屋のりこ委員 紹介議員になっておりますので、

採択を求めます。 

○渡辺ひであき委員長 これより採決いたします。 

  本請願は継続審査とすることに賛成の方の挙手

を願います。 

[賛成者挙手] 

○渡辺ひであき委員長 挙手多数であります。よっ

て、本件は継続審査とすることに決定をいたしま

した。 

  次に、５受理番号２６ 希望する自治体が職員

の定年を６５歳から７０歳まで引き上げることが

できる制度を導入するよう国に意見書の提出を求

める陳情を単独議題といたします。 
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 ３  

 

  前回は継続審査であります。 

  執行部は何か変化ございますか。 

○人事課長 特に大きな変化はございません。 

○渡辺ひであき委員長 それでは、質疑に入ります。 

  何か質疑はございませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○渡辺ひであき委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは各会派の意見を求めます。 

○伊藤のぶゆき委員 継続でお願いします。 

○岡安たかし委員 我が党も、これはいずれはこう

なるのでしょうけれども、やっぱり現実を見詰め

ていかなければいけないということで、継続でお

願いします。 

○はたの昭彦委員 継続でお願いします。 

○へんみ圭二委員 継続です。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○土屋のりこ委員 継続でお願いします。 

○渡辺ひであき委員長 それでは、採決いたします。 

  本件は継続審査とすることに御異議ありません

か。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○渡辺ひであき委員長 御異議なしと認め、継続審

査とすることに決定をいたしました。 

  以下の審査に直接担当ではない執行機関の退席

を認めます。 

[執行機関一部退席] 

 

           ◇            

 

○渡辺ひであき委員長 次に、所管事務の調査を議

題といたします。 

  ＤＸ推進に関する調査についてを単独議題とい

たします。 

  何か質疑はございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○渡辺ひであき委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○渡辺ひであき委員長 次に、報告事項を議題とい

たします。 

  １から４以上４件を政策経営部長から、５、６

以上２件をあだち未来創造室長から、７から１１

以上５件を危機管理部長から、１２、１３以上２

件を資産活用部長から、１４から１７以上４件を

施設営繕部長から報告を願います。 

○政策経営部長 恐れ入ります。政策経営部の報告

資料２ページをお開きください。 

  足立区審議会等の設置及び運営に関する指針、

こちらの中の委員の兼任数の変更でございます。 

  審議会等の委員の兼任数につきましては、現在、

５を超えないこととなっております。区民の方か

ら幅広く意見を求めるため、こちらを３を超えな

いことに改正をするというものでございます。 

  ただし、区議会議員の皆様、また、警察や消防

など行政機関の長については、今回の考え方から

は除くものといたしたいと思っております。 

  施行日は、令和８年の４月１日ですが、委員の

任期満了後に、次期改選時、その際に順次対応し

ていきたいと考えております。 

  なお、項番の４にお示ししております、国や都

の状況でございますが、国は原則３、東京都は２

というような規定がございます。 

  項番５今後の方針でございます。 

  既に３を超えてる委員につきましては、政策経

営課が調整をいたしまして、改選期を考慮しなが

ら、適正な兼任数の実現に努めていきたいと考え

ております。 

  続きまして３ページ、令和７年度の区外プロモ

ーションの実施の結果でございます。 

  実施の内容につきましては、項番１に記載して

おりますが、吉本興業株式会社と千住のプロモー

ション、また子育てしやすいまちに関するプロモ

ーションを実施してまいりました。 
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 ４  

 

  項番２全体の総括でございます。 

  詳細は別紙１におまとめをしておりますけれど

も、全体の広告換算価値換算の合計は約９億６，

０００万円となりまして、目標の３億円を大きく

上回っております。 

  今後の方針でございますが、今年度は波及力の

大きいメディアへのアプローチをメインに、地域

の魅力や、区の先進施策の更なる露出に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

  続きまして、６ページでございます。 

  千住宿開宿４００年事業の実施結果についての

御報告でございます。 

  項番２でございますけれども実施結果です。詳

細は別紙におまとめをしております。 

  郷土博物館の特別展示、またととなう、千住。

など、４００年の特別事業１０件を含みまして、

全部で７９事業を実施をいたしました。そのうち

の６割が、例えば来場者数、再生回数など目標を

上回っております。 

  今後、新たに、また多くの企業や団体とつなが

ることができましたので、関係を深めることがで

きたというふうに考えております。 

  今後の方針でございます。 

  今年度中に、記念事業をまとめましたアーカイ

ブ冊子を作成予定でございます。 

  続きまして１５ページ、飛びます。御覧くださ

い。 

  令和７年度のイメージ調査、区外のイメージ調

査でございます。今回で５回目となります。この

イメージ調査でございます。 

  調査の概要は、項番１に記載のとおりでござい

ます。 

  主な調査結果でございますが、まず足立区のイ

メージでございます。 

  令和６年度と比較いたしましてよいが１．３ポ

イント増加をしております。 

  １６ページに年齢別で、こちらグラフにしてご

ざいます。 

  調査を開始いたしました令和３年度と比較しま

して、特に、２０代、３０代の、このプロモーシ

ョンのメインターゲットとしております若い年齢

層で、よいというイメージの向上が顕著でござい

ました。 

  続いて、１９ページを御覧ください。 

  足立区で知っている又は聞いたことがあるとい

うものは、西新井大師がトップでございました。 

  続いて、２１ページをお開きください。 

  各情報の情報元、よい情報の情報元でございま

すが、ニュース、情報番組、バラエティー番組な

どが多くなっております。 

  続いて２２ページ、今後の方針でございますが、

ＳＮＳ、メディア等での印象が足立区のイメージ

を形成しているということから、今年度は、メデ

ィアアプローチ、直接のアプローチを強化いたし

まして、まちの魅力を、露出拡散を図っていきた

いと考えております。 

  私からは以上でございます。 

○あだち未来創造室長 恐れ入ります。政策経営部

資料の２３ページをお開きください。 

  まず、あやセンターぐるぐるとぐるぐるＫＩＯ

ＳＫについてでございます。 

  去る２月の２７日ですけれども、ぐるぐるの運

営事業者の評価委員会を開催いたしました。評価

委員に関しましては、記載のとおりでございます。 

  評価結果につきましては９３％、得点率という

ことで、非常に高い点数となってございます。 

  中で主な意見を記載してございますけれども、

大きくは２点です。 

  １つは、子どもや若者の取組を更に強化してほ

しいという御意見。 

  もう１点が、２年たちまして、今後の自走につ

いて検討を進めてほしいというような御意見を、

特に外部アドバイザーの方からいただいたところ

でございます。 
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 ５  

 

  ２４ページをお開きください。 

  こういった御意見を踏まえまして今回、あやセ

ンターぐるぐるの自走について区の考え方を少し

整理をさせていただきました。 

  自走に考え方は大きく２つあると思ってまして、

活動やコミュニティーの自走と金銭的な自走、大

きく２つあるのかなというふうに考えてございま

す。 

  ２年経過して分かったこととしては、コミュニ

ティーの自走に関しては、一定程度新しい方とも

お付き合いができるようになったと評価してると

ころですけれども、金銭的なところに関しまして

は、なかなかやはり自走のハードルが高いのでは

ないかというのが、現時点の私どもの認識でござ

います。 

  今後につきましては、活動のコミュニティーの

自走を目指しつつ、区として、どのような予算措

置、今後の予算の掛け方が必要なのかということ

を整理してまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

  続きまして、ぐるぐるＫＩＯＳＫでございます。 

  ７月の２４日に今年度第１回目を開催いたしま

す。 

  今後につきましては、２５日前後の金曜日夜で、

定着させていきたいと考えてございますので、ま

た、御報告をさせていただきます。 

  今後の方針でございます。 

  ２５ページです。 

  自主的な活動の成長度合いを見ながら、ほかの

区のイベントとの連携等を今後検討してまいりた

いと考えてございます。 

  ２７ページをお開きください。 

  たけのつカー＆パークの進捗状況でございます。 

  去る３月２２日にぐるぐる博を開催させていた

だきました。４，０００人弱の来場者来ていただ

きまして、特に２０代から３０代の子ども連れの

来場者が多かったのかなと感じてございます。 

  参加者の声も、竹の塚に対する期待、たけのつ

カー＆パークに対する期待の声が、たくさんいた

だいておりますので、今後の方針ですが、今日、

正式にオープンになりますけれども、昨日時点で

２５件ほどお問合せいただいております。順調な

スタートなのかなと、私たちは思ってますけれど

も、これを広げられていくように、丁寧に伴走支

援してまいりたいと考えてございます。 

  私からは以上でございます。 

○危機管理部長 それでは、危機管理部の報告資料

２ページを御覧ください。 

  件名は、令和８年度防犯対策補助事業の実施の

方向性についてでございます。 

  本件は、今年度５月１１日から実施いたします

防犯対策物品の購入補助事業の内容について報告

するものでございます。 

  項番１では、概要といたしまして、品目につい

て３ページから４ページの表のとおりであること。 

  項番２では、昨年度の本制度からの変更点とい

たしまして、東京都の補助金額が２万円から１万

円となったため、本人負担額が最大１万円増えて

しまうことについて記載してございます。 

  刑法犯認知件数が令和８年２月の時点で２３区

ワースト２位となってございます。 

  中でも件数が増えている自転車盗やオートバイ

盗に対する緊急対策の１つとして、終了予定であ

った品目を復活させて実施いたしまして、全体で

約９，０００万円の予算立到達した時点で、段階

で終了する点なども含めまして、区民の方の皆様

への周知を徹底して事業を進めてまいりたいと考

えております。 

  続きまして、５ページを御覧ください。 

  件名は、ながら見守り啓発活動の実施結果等に

ついてでございます。 

  本件は、日常生活を送りながら地域を見守るこ

とで、地域や子どもたちの安全を守るながら見守

りの令和７年度の取組について御報告するもので
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ございます。 

  項番１では、商業施設などでのＰＲイベントや

地域包括支援センターでの高齢者への啓発活動、

６ページにまいりまして、警察署の事業ではござ

いますが、ペット散歩時のわんわんパトロール隊、

７ページにまいりましてタクシーのラッピング、

８ページに参りまして啓発活動について記載して

ございます。 

  項番２では、ながら見守り登録者にアンケート

を実施しましたので、その結果について記載して

ございます。 

  今後につきまして、項番３、令和８年度の実施

方針といたしまして、新たなものも含めながら

様々取組を実施いたしまして、この活動を更に広

く区民の方に周知し御参加いただき、体感治安の

向上や刑法犯認知件数の減少に努めてまいりたい

と考えてございます。 

  続きまして、１０ページを御覧ください。 

  件名は、高校生自転車カギかけありがとうキャ

ンペーンの実施結果等についてでございます。 

  本件は、令和７年度に、自転車盗対策として区

内都立高校９校で実施したキャンペーンの取組結

果について報告するものでございます。 

  項番１では、９校の平均施錠率を推移、啓発チ

ラシコンクールの受賞作品、アンケート結果につ

いて記載してございます。 

  今後につきましては、１１ページございますと

おり、令和８年度も同様に実施したいと考えてお

り、議会からも御意見頂戴いたしました景品につ

いての検討を進めながら実施してまいりたいと考

えてございます。 

  続きまして、１２ページを御覧ください。 

  件名は、足立区新型インフルエンザ等対策行動

計画改定に伴うパブリックコメントの実施につい

てでございます。 

  本件は、平成２６年度に策定いたしました本行

動計画につきまして、昨年度、その根拠となりま

す東京都が計画を改定したことを受けまして、当

区でも改定作業を行いました。 

  今年度はパブリックコメントを実施いたします

ので、そのことについて報告するものでございま

す。改定案につきましては、サイドブックスの中

に改訂版といたしまして、全編を掲載してござい

ます項番２の内容でパブコメ実施いたしまして、

今後７月の運用開始を目指してまいりたいと考え

てございます。 

  続きまして、恐れ入りますが、追加となりまし

た案件について報告させていただきます。 

  追加資料の２ページを御覧ください。 

  件名は、刑法犯認知件数減少に向けた緊急対策

についてでございます。 

  本件は、刑法犯認知件数の２３区での順位が令

和７年の年間で、また、令和８年に入りまして、

２月末時点の両方においてワースト２位という、

そういった結果であることを受けまして、緊急対

策を実施することについて報告するものでござい

ます。 

  項番１では、認知件数の状況、項番２からは緊

急対策の実施内容といたしまして、防犯カメラの

緊急設置、区からの情報発信といたしまして、自

転車盗が多く発生する場所への横断幕の掲出、若

者がより強化できる高校生による情報発信、イン

ターネット閲覧中の若者、区内の若者限定で啓発

広告をポップアップさせるパーソナライズ広告を

実施する、こういったことを記載してございます。 

  またこちらには記載ございませんが、危機管理

課の職員全員で、毎日交代で、区内の駐輪場もあ

りまして、啓発ポスターの掲出、無施錠者への警

告の札付け、古くなった掲出物の貼り替えなどを、

今現在実施しているところでございます。 

  今後につきましては、刑法犯認知件数の推移を

見て分析を行いながら、今回の短期的な対策とと

もに、中長期的な視野を持ちながら、対策の実施

検討を進めてまいりたいと考えてございます。 
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  私から以上でございます。 

○資産活用部長 よろしくお願いいたします。 

  恐れ入ります。資産活用部資料の２ページをお

願いいたします。 

  件名につきましては、旧鹿浜西小学校跡地に関

わる進捗状況でございます。 

  １つ目は、スーパーマーケットの開業について

でございまして、３月の１９日に無事開業したと

いうことでございます。 

  入居するテナントについては記載のとおり、施

設の様子については写真７枚を付けさせていただ

いておるところでございます。 

  ３ページをお願いいたします。 

  旧鹿浜西小学校跡地の北側道路についてという

ことでございまして、当該施設の北側の道路の一

部の部分につきましては、令和８年３月１６日か

ら、一方通行から★★に変更したために報告させ

ていただきたいと思っております。 

  続きまして、６ページをお願いいたします。 

  足立区公共施設等総合管理計画に基づく取組み

状況でございます。 

  １つ目につきましては、足立区公共施設マネジ

メント推進委員会の開催結果ということで、２月

と３月に開催させていただきましたので、その内

容について本日御報告でございます。 

  （１）のアでございますが、公共施設等の情報

一元化の取組ということでございまして、令和６

年度末確定ということで、別紙１に、９ページか

ら１２ページまで資料の方を付けさせていただい

ております。 

  続いてイでございますが、公共総合管理計画の

基礎的な数値の把握ということで、こちらの方も

別紙３で、１３ページ、１４ページ載せさせてい

ただいておりまして、令和４年から令和６年まで

の３か年を比較して、資料の方を付けさせていた

だいております。 

  以下、内容は記載のとおりでございます。 

  ７ページを御覧いただきたいと思います。 

  区民向けの周知啓発についてということで、２

点でございます。 

  １点が、区ホームページの方を少し情報を追加

して、内容を充実させていただいたいうことの御

報告でございます。ＱＲコードにより御覧いただ

けますので、後ほど御覧いただければと思います。 

  （２）でございますが、広報での周知活動を３

月２５日号に掲載させていただきましたというこ

とでございます。 

  ３の今後のスケジュール、今年度のスケジュー

ルでございますが、７ページから８ページ目に記

載のとおりでございまして、このとおり進めてま

いりたいと思っております。 

  私から以上でございます。 

○施設営繕部長 施設営繕部の報告資料の２ページ

をお願いいたします。 

  本庁舎北館大規模改修工事の進捗についてでご

ざいます。 

  現在第１期の工事が完了しまして、第２期の工

事に着手しております。 

  令和８年度末までに３階部分の工事完了を目指

すことといたしまして、概成工期を定めておりま

す。その後、令和９年度になりましたら、区民部

が３階に引っ越しまして、引き続き２階部分の工

事を進めてまいります。 

  工事内容につきましては、項番２に記載のとお

りでございます。 

  今後も利用者への案内や情報提供に努めながら、

安全を確保して工事を進めてまいります。 

  ４ページをお願いいたします。 

  ＺＥＢ認証取得状況についてでございます。 

  令和７年度末に、区営大谷田二丁目アパート東

部福祉課の合築施設の設計に関しまして、ＺＥＢ

認証を取得いたしました。 

  区営住宅の部分は、ＺＥＨ‐Ｍ Ｏｒｉｅｎｔ

ｅｄ、東部福祉課事務所部分はＺＥＢＲｅａｄｙ
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ということで、エネルギー削減率等は表に記載の

とおりでございます。 

  これまでのＺＥＢ認証取得済み施設と認証予定

の施設、認証を検討している施設を（２）から（４）

に記載しております。 

  今後は、新たに施設を建設する際に、ＺＥＢＲ

ｅａｄｙ認証取得の検討を行ってまいります。 

  ５ページをお願いいたします。 

  本庁舎地下駐車場運用システムの更新について

でございます。 

  新たに導入するシステムにつきましては、項番

１に記載のとおりでございます。 

  項番２の利用の流れですが、来庁者にはこれま

でどおり発券機で駐車券を受領していただき、サ

ービス窓口で職員が駐車券の割引処理を行います。

公用車等登録車両につきましては、自動でゲート

バーが開閉いたします。来庁者がお帰りの際には、

エレベーターホールに設置する事前精算機を御利

用になるか、出口精算機に割引処理後の駐車券を

挿入するか、いずれかにより精算処理を行ってい

ただきます。 

  更新費用は１億１，５５０万円、令和１３年５

月までの全契約期間の総額となります。 

  今後は、令和８年６月１日の新システム稼働を

目指してまいります。 

  ７ページをお願いいたします。 

  本庁舎内のコンビニエンスストア入札状況につ

いてでございます。 

  本件につきましては、４月１０日に一般競争入

札が行われまして、２社が応札した結果、株式会

社ファミリーマートが落札者に決定いたしました。 

  資料に記載しておりませんが、落札額は１年間

の行政財産の貸付料といたしまして、１，００７

万１，６００円となりました。 

  今後、落札者と貸付け契約を締結いたしまして、

資料２は、本年６月上旬のオープン予定と記載し

ておりますが、現在のところ６月中旬から下旬に

掛けてのオープンが見込まれますので、速やかに

手続を進めてまいります。 

  以上でございます。 

○渡辺ひであき委員長 お疲れさまでした。 

  何か質疑ございますか。 

○太田せいいち委員 私の方から何点か質問させて

いただきたいと思います。 

  まず、たけのつカー＆パークについて質問させ

ていただきたいと思います。 

  私もぐるぐる博ｉｎ竹の塚行かせていただいて

大変なにぎわいで、今後に大いに期待するところ

でございます。 

  参加者の声で様々出ておりますが、参加者の声

からも、地元の野菜のマルシェとかあればいい、

若しくは定期的にやっていただきたいという声も

あります。そういった中で、子ども食堂やってる

団体から、是非この場を借りて定期的に野菜の販

売活動をやられてるのですけれども、この場所を

利用できればという声も上がってるようなのです。 

  ただ課題になってるのが、定期的に利用したい

という先方の御希望があるようなのですけれども、

その辺やっぱり定期的な開催についてはちょっと

難しい、考え方が違うということで考えていらっ

しゃるのでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 いろいろな方に使って

いただきたいという目的がありますので、同じ方

が定期的に頻度にはよるのですが、月に１回とか

ならまたちょっと考える余地はあるのですけれど

も、毎週この時間を抑えたいとなると、ちょっと

要検討になるのかなと思います。 

  その点も７月末まではトライアル期間として、

いろいろ試してみたいと思いますので、ちょっと

スタッフと一緒に考えてみます。 

○太田せいいち委員 分かりました。是非、よくコ

ミュニケーションを取っていただいて、先方の意

向も聞きながら、内容としてはよく御存じのとお

り、地域貢献の活動として一生懸命やっていただ
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いている内容ですので、受け入れられる内容であ

れば、前向きに御検討をお願いしたいなというふ

うに思います。 

  続きまして、防犯対策補助事業の実施について

なのですけれども、今年度、新年度というところ

で新しく始まりました。これについては、昨年度

もちょっとお話しさせていただいたのですけれど

も、昨年度やはり予算が途中で切れてしまって、

予算の付け替えとそれから補正予算ということで、

３回の制度設計をして去年は実施されたというこ

とがありました。その都度、対象品目等区民に通

知するのになかなか御苦労があったかなというふ

うに思います。 

  今回も予算なくなり次第終了という方針なので

すけれども、まずこの予算額については、年間通

じていけそうなのかどうなのか、その辺の感触を

まずはお聞かせいただければと思います。 

○危機管理課長 当初予算の積算につきましては、

庁内でいろいろ検討しまして、この金額になって

おります。 

  今年度の実績ベースでいきますと、やっぱり若

干足りなくはなると思いますけれども、より多く

の方々に使ってもらうような形で啓発していきた

いと考えております。 

○太田せいいち委員 すみません、防犯対策、区と

しても大変力を入れてるところだというふうに思

います。そのときの防犯状況にもよるかと思いま

すが、もし追加なり継続が必要だというふうに判

断される場合には、適切なタイミングで補正予算

を組むなどして、区民が継続して使えるような使

いやすい運用にしていただきたいなというふうに

思うのですが、その辺りいかがでしょうか。 

○危機管理課長 犯罪発生状況も鑑みながら、庁内

でどのようなことができるのか検討してまいりた

いと思います。 

○太田せいいち委員 よろしくお願いします。 

  続きまして、ながら見守りについても簡単にち

ょっと質問させていただきたいと思います。 

  まずこちら、ながら見守り、先ほどの資料で現

在の登録者数の情報がなかったかというふうに思

います。もし、登録者数が分かれば教えていただ

ければと思います。 

○危機管理課長 大変失礼しました。登録者数につ

きましては、８ページ目、項番１の（１０）の中

で令和７年度５，７００0 名の登録者がいるとい

うところでございます。 

○太田せいいち委員 すみません、見落としました。

申し訳ない。 

  ５，７００名ということですね。ここは今後、

更に増やしていきたいという区の方針だというふ

うに考えてよろしいでしょうか。 

○危機管理課長 これは防犯アドバイザーの先生方

にも御相談してますけれども、まずは、区民の１％

ということで７，０００人を目標に頑張っている

ところでございます。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。今後

の方針で様々拡大、拡充するための取組、様々検

討していただいてるのを拝見しました。その上で

いろいろな区の施策見てると似たようなものが幾

つかあるかなというふうに考えております。 

  例えば、不法投棄通報協力員といったものもご

ざいます。こちら資料確認したところ４，３６０

名の現在、登録者がいらっしゃいます。恐らく、

両方に登録している方もいらっしゃると思います

し、片方だけという方もいらっしゃるかと思いま

すが、こういった方々に、もし片方だけならばお

声掛けをしていくという方法もあるかなと思うの

ですが、その点いかがでしょうか。 

○危機管理課長 様々な区民で地域活動されてる方

に登録いただいておりますので、区としましてビ

ューティフル・ウィンドウズの一環ということで、

より多くの方に登録いただくような形で働きかけ

をしてまいりたいと思います。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 
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  加えて、Ａ－メールとか、ＬＩＮＥの登録者数

も結構数万単位でいらっしゃるというふうに思い

ますので、そういったものも活用しながら、是非

周知の方を更に広げていただきたいなというふう

に思います。 

  最後に、施設営繕の方でＺＥＢ認証取得につい

て質問をさせていただきたいなというふうに思い

ます。 

  現在の取得状況が今回の資料で分かりました。

今後について、もし目標があれば教えていただけ

ればと思います。 

〇中部地区建設課長 ここに記載してるとおり、宮

城小学校と千寿常東小学校の認定を取っていくと

いうふうに考えております。 

  基本的には、新築する建物につきましては、Ｚ

ＥＢの認証を取得していくという基本的な考えで

ございます。 

○太田せいいち委員 すみません。こちら環境の方

の目標の方には、２０５０年ＣＯ２ゼロに向けて、

公共施設における再エネ導入とＺＥＢ化を推進す

るというふうにあります。 

  他部署の目標ですけれども、長期の視点でＺＥ

Ｂ化を進めていくというのが区の方針として打ち

出されています。長期的には数値目標あってもい

いのかなと思うのですが、その辺りいかがでしょ

うか。 

○中部地区建設課長 なかなか数値化するというの

は難しいものですから、基本的に繰り返しなりま

すけれども、建物の新築の際に、例えば大規模な

改修で、スケルトンにして改修する場合には、や

はりＺＥＢ化ということが可能かと思います。 

○太田せいいち委員 すみません。今、正にちょっ

と質問しようと思ってたのですけれども、大規模

改修の際に、ＺＥＢＲｅａｄｙの取得を進めてい

る自治体もございますので、今後の方針に新たな

施設を建設する際というふうにありましたが、大

規模改修でも対象となり得る可能性はあると思い

ますので、そこも含めて幅広に今後検討を是非進

めていただければなというふうに思います。 

  またこれに付随して、省エネを推進する方策と

しては、こういったＺＥＢＲｅａｄｙの認証取得

に加えて、それ以外にもＥＳＣＯ事業の導入等も

考えられるかなというふうに思うのですが、やは

りその辺りについて、区の現状の考え方とか、取

り組んでいるものがあれば教えていただければと

思ったのですがいかがでしょうか。 

○中部地区建設課長 ちょっと勉強不足でＥＳＣＯ

事業というものを、すみません認識しておりませ

んで、申し訳ございません。 

○太田せいいち委員 すみません、自分が前職空調

設備事業者にいたもので、ＥＳＣＯ事業者もやっ

て、エネマネ事業者もやってたりしたもので、そ

の辺りまた今後、一緒に勉強させていただければ

なというふうに思いますので、今後の研究課題と

して、一緒に勉強させていただければなというふ

うに思いますので、是非よろしくお願いいたしま

す。 

  私からは以上です。 

○はたの昭彦委員 おはようございます。ちょっと

声があまり出ないので、簡単に何点か質問したい

と。 

  まず最初に、区外から足立区に対するイメージ

調査の結果についてということで、１６ページの

下の足立区の印象全体という表を見たときに、世

間の評判ということで、どちらかといえば悪いと

いうのが３３．３％ということで、足立区は一般

的に悪いイメージみたいなことで報道されること

も結構あったりするんだけれども、今回の僕、調

査の結果をざっと見たときに大事だなと思ったの

が、この自由記述抜粋というところが非常に大事

だなと思ったんですね。というのも、よいという

イメージに比べて、悪いという回答をした具体的

な理由の方が圧倒的に少ないというところなんで

すよね。 
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  それで、具体的にこの悪いというふうに感じた

理由を見ていったりすると、北千住駅付近は明る

いイメージがあるけれども、離れると雰囲気が悪

いので、他のエリアも悪いのではないかと、根拠

のあまりない話ですよね。夜歩くには怖い、治安

が悪い印象が、これ印象であって具体的なもので

はない。あと足立区出身の著名人のエピソードが

治安が悪い、これ多分、ビートたけしさんがかな

り前に言ってたことがいまだに残ってるんだと思

うのだけれども、最近の足立区出身の芸能人の方

は結構有名な方もいっぱいいらっしゃいますし、

波瑠さんとか、結構女優の方でもいっぱいいらっ

しゃいますし、そういうところは、あんまりこう

何ていうかな、見られていないと。治安がいいと

いう話を聞かないからという話があるから、治安

が悪いのではないか。でも治安がいいという話は

あんまりそんなあちこちから湧き出てくる話でも

ないですから、これもどうなのかなと。 

  自転車や車のマナーがすごく悪いと言われても、

道交法もありますし、自転車については４月から

青切符導入で、これからのこともあるわけですし、

生活環境の中では、２３区の中でも家賃が低くい

ろいろな人々が住んでいるイメージ、どこのまち

でもいろいろな人が住んでる当たり前であって、

これがどうして悪いイメージなのかなと。 

  北千住駅周辺以外で街路灯などが少ないように

感じて、少ないように感じて暗い印象が強いだろ

うというんだけれども、私なんかが印象すると、

足立区はすごく明るいなと、足立区の近隣、草加

とか八潮行けば、もういきなり暗くなるというの

が私たち区民の実感だと思うんですよね。 

  そういう意味では、この悪いというイメージは、

本当にだから印象でというイメージであって、も

う全然根拠があまりないようなことでイメージを

悪くという声が上がっていってしまって、全体の

イメージを悪くしていくということでいうと。 

  実際によいイメージを見ると、実際足立区の千

住来ると、非常にお店も多いし、若い人も多いと

いうことで、イメージアップにつながるというこ

とでいうと、やっぱりいかにいろいろなイベント

やって区外の方に足立区に来てもらうかというこ

とが、今後足立区のイメージアップにとっては大

事なのかなと思うのですけれども、それについて

この認識はいかがでしょうか。 

○シティプロモーション課長 はたの委員おっしゃ

るように、実際に足立区に来ていただくとイメー

ジがよくなるというところがイメージ調査でも出

ています。 

  まずそこを進めていくというところと、もう１

つ、とはいえ東京の西だったりとか、来る用事が

なくて絶対来ない方たちはいると思うので、そう

いう方たちに向けては、やっぱり足立区のいい情

報をメディアに載っけて見ていただくということ

で、今までそう知らなくて何となくイメージ悪い

というところを払拭していこうというふうに考え

ております。 

○はたの昭彦委員 そういう意味では、今年度やっ

ぱり、前年から千原ジュニアさんの、やっぱりイ

メージアップとか、かなりのＳＮＳの見られたと

いうことでいうと、大きく貢献したのかなという

ふうに思います。 

  それとともに、この同じ表の子育てしやすさと

いうことでいうと、６４．７％分からないという

ことで、だけれども東京もそうですけれども、特

に足立区なんかは、今年から入学準備金だとか

様々な部分で子育て支援ということでいうと、結

構マスメディアなんかでいうと、流山とか、ああ

いうところが子育てしやすいということで大きく

取り上げられてますけれども。 

  例えば、保育園の送迎で言えば、駅から送迎し

てくれるとかといえば、確かにそうなのかもしれ

ないんだけれども、でも逆に言うと保育園の数が

少ないから送迎しないといけないということがあ

って、足立区は逆に保育園が多いから歩いて行け
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ると、自転車で行ける、近くにあるんですよとい

うことでいうと、そういう何ていうかな、やっぱ

り東京足立区というのは、近隣区から見ると非常

に行政サービスも充実してますし、子育て支援も

充実してるということを言うと、本当にこういっ

たところを、広く積極的に広めていっていただき

たいというふうに思うのですけれども、改めてど

うでしょうか。 

○シティプロモーション課長 今年度も区外に向け

たシティプロモーションやっていく中で、子育て

しやすいまちのイメージ形成というところは力を

入れていきたいと思っております。 

  主に何の★★になるか、これから決めるのです

けれども、広く訴求するような媒体を使ってＰＲ

していきたいというふうに考えております。 

○はたの昭彦委員 そういう意味では、今後の方針

の中に、メディアの直接アプローチ、まちの魅力

の更にであるけれども、やっぱりそういう行政サ

ービスの魅力も積極的に是非発信していただきた

いと思います。要望したいと思います。 

  次に、あやセンターぐるぐるについてですけれ

ども、今後の方針のところに、あやセンターの新

しい活動の担い手の発掘の場ということで、いろ

いろなやりたいを実践ということで、今まで足立

区とつながりがなかった多くの人たちが、あやセ

ンターぐるぐるを中心に出会うきっかけになって

るということでいうと、やっぱり活動の担い手の

発掘というのは非常に大事だと思うんですね。 

  やっぱり、先ほど報告にもあったように、審議

会委員が上限５つの審議会から３つということで

いうと、そういう行政に関わってくれる。今まで

関わってくれなかった人たちをいかに行政に関わ

って、興味持ってもらうということが大事だと思

うんですね。 

  そういう意味では、こういったあやセンターぐ

るぐるのつながりで、地域活動の新たな人材の発

掘ということにもやっぱりつなげていくことが、

ＳＤＧｓ持続可能まちづくりにもつながると思う

のですけれども、そういう視点というのも、今後、

つながりというのも大事だと思うのですけれども

どうでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 はたの委員おっしゃる

とおり、そういうつながりも必要だと思います。 

  でも入り口としては、まずやっぱり自分がやっ

て楽しいかとか、そういうことが大事ですので、

まずはあやセンターでそういう気持ちを持って、

まずは活動してみるというきっかけをあやセンタ

ーでつくります。 

  その次の活動の先として、外でもう既に行われ

ている活動に参加するとか、自分で団体立ち上げ

るとか、行政の別の部署と関わってみるとか、そ

ういう動きもありますので、そういうつながりを

通じてもっともっと活動が広がるようには力入れ

ていきたいと思います。 

○はたの昭彦委員 是非なかなか人材発掘という意

味では、審議会委員で、若手の審議会委員になか

なか若い人たちが集まらないとか、現役世代は、

審議会の開催時間なんかもあるので、難しい部分

もあるのだけれども、やっぱりそういった活動を

通じて、行政に関わってもらって、行政の活動に

ついて興味を持ってもらうということが大事だと

思いますので、是非よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  次に、資産活用部の、ちょっと分からなかった

のですけれども、公共施設マネジメント推進委員

会の開催の中で、公共施設の情報一元化の取組の

中で、今回の調査と指定管理委託料に一部含まれ

てる維持管理に係る人件費と運営管理に係る人件

費、明確に分かることができなかったとあるんで

すけれども、例えば一般的にこの指定管理の建物

というのは、大規模改修とかでは区がやったりす

るわけですけれども、日常の小修繕とかに関わる

人件費とか修繕費が、委託料、指定管理の委託料

に含まれてるということはあるんだと思うのです
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けれども、そのことを言ってるのでしょうか。 

○資産活用部長 基本的には、はたの委員がおっし

ゃるとおりなのですけれども、その内容の額が、

今回内訳等で出なかったので分かりづらかったと

いうところを改善点としてさせていただいており

ます。 

○はたの昭彦委員 その上で、学校施設個別計画と

いうことで、耐用年数評価の導入ということなの

ですけれども、学校施設更なる安心、長もちさせ

るとか、今回考えてる工事費だとか、人件費の高

騰の中で、非常に大変な部分出てきてると思うの

ですけれども、具体的には長もちさせるための施

策ということでいうと、どんなことを考えてるの

でしょうか。 

○資産活用部長 この学校施設の個別計画について

は、４月の１６日の文教委員会で報告予定という

ふうに確認をしておりますので、その場で詳しく

説明があると思いますけれども、基本的には学校

施設を、コア抜き調査とかして、長寿命化するこ

とがどれぐらいできるだろうかという検討をして

いただいて、それの取組についての御報告という

ふうになっております。 

○はたの昭彦委員 要はコア抜きして、コンクリー

トがどれぐらい中性化してるかということを調べ

るということね。 

  以前だと、コンクリートの建物は寿命５０年と

言われてたのが、実は７０年とか８０年、ちゃん

と管理していけばもつんだよという話で、私たち

建設業界の皆さんと懇談する中で、特に塗装業の

業界の方たちなんかでいうと、足立区の学校施設

の塗装というのは非常に古い基準でということで、

今の新しい塗料を使うと、もっと長もちするんだ

よという話を何回もいただいたりするのですけれ

ども、そういう事業者に、どうやったらその回収

頻度が長く延ばせるのかとか、長寿命化につなが

るのかということでの話合いというのも、意見を

聞くというのも大事だと思うのですけれども、改

めてどうでしょう。 

○資産活用部長 はたの委員おっしゃるとおりでご

ざいまして、例えば建設するときのイニシャルコ

ストと、そのあとのランニングコストがあると思

いますけれども、イニシャルが多少掛かってもラ

ンニングコストが安くなるような工法だとか材質

というのも取り入れる必要があるのではないかな

というふうに、我々の方でも思っておりますので、

その辺の研究を営繕と一緒にやっていければと考

えております。 

○はたの昭彦委員 最後にですけれども、このイの

改築保全工事の実施計画の交渉の中で、②に最新

の学校施設規模適正配置の動向を反映するという

ふうにあるのですけれども、具体的な中身は、文

教委員会の方の話だと思うのですけれども、例え

ばコア抜き、長寿命化の調査をしたときに、例え

ば今だと５０年で老朽化をしてるのと子どもが減

ってるということに合わせて、学校統廃合とか、

統合を進めていこうということがあるのだけれど

も、例えば５０年で老朽化、５０年たってるけれ

ども、実際に調査をしたら、いやこの建物まだ、

もう２０年ぐらいもちますよという話になったと

きに、資産活用の方として、教育委員会等に、い

やこの躯体５０年というけれども、もう２０年ち

ゃんと持ちますよというようなことで意見を上げ

るということなんですかね。 

  それが具体的に、適正配置の計画が延びるとい

うことには、こちらの話になるわけではないけれ

ども、そういう意見を上げるということで反映さ

せていくということでいいんですかね。 

○資産活用部長 はたの委員おっしゃるとおりでご

ざいまして、やはり庁内いろいろな意見交換をし

て、よりいい方向に進めていくというのが我々の

仕事だと思っておりますので、そういった意味の

中で情報をしっかり収集すること。それで、その

情報をうまくまとめて庁内に発信することという

のが必要だと思っております。 
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  そういうことの繰り返しを含めて、学校をどう

いうふうに長寿命化して、更に予算を平準化して

いくだとか、そういう効果も今後出てきますので、

その辺は随時研究をして成果を上げていきたいと

考えております。 

○はたの昭彦委員 特に★★の建設コストの上昇と

いうのは予想を超えるような上昇率で、今後も、

このイランとアメリカの状況だとか、石油の問題

とかを考えると、収拾の見通しが立たない中で、

やっぱりいかにコストを掛けていかないで施設を

維持していくかというのは非常に大事だと思いま

すので、是非、よろしくお願いしたいと思います。 

○渡辺ひであき委員長 他に。 

○へんみ圭二委員 まず、シティプロモーションの

件で、４ページに、足立区のイメージはよいと思

う足立区外在住者の割合を、令和１４年度までに

５割へ高めていくとなっています。今回、別の報

告で、令和７年度は２６％という結果ですから、

あと６年で倍高めなくちゃいけない、非常に高い

ハードルかなと思います。 

  実際、令和７度は２６％ですけれども、令和３

年度は２２％ですから、ここ四、五年で４％程度

しか上がっていないということを考えると、本当

に令和１４年度までにどうやって５０％まで上げ

ていくかなというところを、もう少し具体的に教

えていただかないと大丈夫かなという気がするの

ですが、年度ごとの指標設定などをされているの

でしょうか。 

○シティプロモーション課長 具体的に毎年これぐ

らい上げていくという年度の設定は今しておりま

せん。区内の区民の皆さんの誇りに思う割合を２

人に１人が５０％まで持っていくときに１０年少

し掛かったので、それと置き換えて、大体１０年

ぐらいで５０％までいけばいいなというところで

立てたのですけれども、へんみ委員おっしゃるよ

うに、大分こう高い壁だとは思っております。 

  でも徐々に足立区のイメージが変わってきて、

今考えてるのは足立区のイメージいいと思ってく

ださってる方が、今度推奨してくださる足立区の

イメージいいよというのをまた言ってくださると

いうことで、このプラスのスパイラルをつくって

いくというところで、具体的な数値申し上げられ

なくて申し訳ないのですけれども、５０％に近づ

いていけるように頑張りたいと思っております。 

○へんみ圭二委員 １５ページ見ますと、例えば令

和４年度が２４％でしたけれども、令和５年度は

２０．７％に下がってる。この下がった要因なん

かも分析した上で、これからの方針を立てていく

べきかなと思うのですが、その辺りはどのような

お考えですか。 

○シティプロモーション課長 毎年このイメージ調

査は１２月に行っております。その前に大きな、

例えば、事件があったりですとか、そういうとこ

ろでイメージが下がるというところもありますの

で、年間通じて何のニュースが足立区で流れたか

というところもございますので、日々のニーズを

しっかりと分析しながら、イメージ上げていきた

いというふうに考えております。 

○へんみ圭二委員 やっぱりあと６年で倍に上げる

というのは、本当に大丈夫かなと思うので、例え

ば、３年後にはどれぐらいまでどうやって上げて

いくかという、このロードマップというかプロセ

スをもう少し綿密につくっていただいて、議会と

も示していただいた上で議論していくというのが

必要かなと思いますので、その辺りはまた、今後、

方針というものをもう少し具体的に示していただ

きたいなと思います。 

  足立区の印象としてやはり治安のよさというの

が、悪いが５０％を超えているということですか

ら、ここを改善していく必要性というのはやっぱ

りあるんだろうなということを考えると、危機管

理部で今回いろいろと提出をされました。情報連

絡でも、この認知件数の結果が出ていまして、こ

れ見ていると、例えば、非侵入窃盗が５９８件、
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非常に多いという状況です。非侵入窃盗のうちの

半分ぐらいは自転車窃盗ということなのですが、

これ残りの半分はどういった犯罪が多いのでしょ

うか。 

○犯罪抑止担当課長 本年におきましては、万引き

とオートバイ盗、これに尽きるというところでご

ざいます。 

○へんみ圭二委員 今年度の対策として、オートバ

イ盗の対策としても、チェーンロックですとかい

ろいろやられてますけれども、この万引きの対策

というのは何か打たれてるのですか。 

○犯罪防止担当課長 幾つかございまして、１つは、

犯人に向けて万引きは犯罪ですよというチラシを

ラミネート加工して、それを協力いただいている

店舗に対して、事前に買物籠の中にチラシを入れ

ておきまして、それを見ていただいて、ちゅうち

ょさせるという取組をやっているのと、あと万引

き防止対策費用補助金というものが５００万円年

度で取っておりますけれども、被害の多い店舗に

対してＡＩカメラ、これの導入の働きかけをして

おりまして、昨年度につきましては２件の店舗で

導入していただいたという経緯がございます。 

○へんみ圭二委員 多分万引きが犯罪だというのは

万引きする人も分かってると思いますから、それ

だけではなくて、例えばＡＩカメラ導入して、し

っかりとチェックしてますよということを示さな

いと、なかなかちゅうちょするところにつながら

ないのかなというふうに思うのですが、その辺り

はどうなのでしょうか。 

○犯罪抑止担当課長 今へんみ委員のおっしゃると

おり、そういった部分におきましても、例えば常

習で万引き犯人が来てる人を各店舗で共有できな

いかですとか、そういった今検討をしているとこ

ろでございますので、あらゆる方法を使って被害

が減少するように、今検討しているところでござ

います。 

○へんみ圭二委員 分かりました。 

  ちなみにその万引きする犯人というのは、大体

年齢層というのは分かってるのでしょうか。もし

分かってるのであれば、例えば高校生が多いので

あればカギかけキャンペーンと同じように、その

年代層に直接働きかけるというような取組も必要

かなと思いますが。 

○犯罪抑止担当課長 全ての統計を取っているわけ

ではございませんけれども、昨年竹の塚警察署の

方から聞いた話では、１０代と７０代、８０代で

約７割を占めているというお話を聞いております。 

○へんみ圭二委員 であれば、やはり１０代向けの

万引き対策、それから高齢者向けの万引き対策両

建てでしっかりやっていくということが、この数

字から見ても必要かなと思いますので、その点も、

関係所管と連絡、連携をして、しっかり取り組ん

でいただきたいと思います。 

  それからあとは、ぐるぐるについてです。 

  受託事業者の評価委員会についてなのですが、

区の管理職３名と外部アドバイザー２名というこ

とで、これだけ抱えていて、誰が参加して評価し

てるのかというのが、こちらから見えないのです

けれども、その辺りはしっかりと示す必要がある

のかなと思いますが、いかがですか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 すみません、管理職の

名前とかということでしょうか。 

○へんみ圭二委員 外部アドバイザーも含めて。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 外部アドバイザーの肩

書でしょうか。ちょっとそちらの私ちょっと判断

しかねますので、ちょっと上の者と相談して、ま

た御報告いたします。 

○へんみ圭二委員 なぜそういうことを申し上げる

のかといいますと、２６ページのこの集計表を見

ますと、区の管理職の皆さんは９０点以上にして

いますが、外部アドバイザーの方は７６点と８４

点ですから、これ合わせると、平均して８０点ぎ

りぎりの点数なのかなという気がします。 

  ですから外部の方々から見ると非常に厳しい点
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数が付けられているということを考えると、やは

り区の職員の皆さんが、申し訳ないですけれども

ちょっと甘い評価になっているのではないかなと

いう感じる部分もあります。その点について、外

部アドバイザーの方たちから具体的にどのような

お話があったのかというのを、もう少しお聞かせ

いただけますか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進担当課長 外部アドバイザー

の２名からは、昨年よりは着実によくなっている

という評価をいただいております。なので期待を

込めても、よりもっと具体的にということで、例

えば子どもというものを一くくりにするのではな

く、小学生なのか中学生なのか高校生なのかと、

もうちょっと細分化して、その取組を取り組んで

いってほしいという意見はいただいております。 

○へんみ圭二委員 私も地元ですから、非常にこの

ぐるぐるも思い入れがありますし、使わせていた

だいたことありますから、どんどんどんどんよく

なっていただきたいという思いはあるのですが、

やはり地域の方々から、いまだに、あそこは何や

る場所なのということを言われることが多いもの

ですから、そこら辺をしっかりと周知していく必

要があるのではないかなと思います。 

  そうした上で、今度ぐるぐるＫＩＯＳＫも、今

度４月２４日に開催されるということですが、こ

れも町会の掲示板なんかにも貼られていないです

し、多分知ってる人というのはあんまりいないの

ではないかなと思うんですよね。 

  これ周知しないというのは、例えば、たまたま

通り掛かった人たちを対象にして、何かこうモニ

タリングをするというのであればいいのですけれ

ども、地域でイベントやるのであれば、もっとも

っと周知する必要があるのかなと個人的には思う

のですが、その辺りどのようなお考えでやられて

るんですか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 町会・自治会とか、ま

ちづくり協議会には、適したタイミングでＫＩＯ

ＳＫは行いますとは御報告させていただいており

ます。 

  町会の掲示板に関しては、現在ＫＩＯＳＫはち

ょっと使っておりません。区としての広報は基本

的なものはやっておりますが、ちょっとそれ以上

の広報をどうしていくかというのは、ＫＩＯＳＫ

は住民主体ということを今後力入れていきたいの

で、そういう参加者の方とも意見交換しながらど

の方法がいいのかは模索していきます。 

○へんみ圭二委員 参加者の方々があんまり周知し

ないでくれというのであればそれでいいのですけ

れども。例えば、これは全庁的な話になるのです

が、町会・自治会の町会長には話しているのかも

しれませんが、例えば町会長に話をしたとて、町

会の方々には全く広がらないということが多いで

すから、そこは周知の仕方として、町会・自治会

の連合会に行って話をしましただけでは、やはり

周知というのは全然全く足りないということを感

じますから、その点については周知の仕方、もう

少し考えていくべきではないかなと思います。 

  それともう１つ竹の塚について、このぐるぐる

博私も伺わせていただきました。ちょっと場所と

して暗いのかなという気もしたのですが、例えば

照明を付けるということについてはいかがなので

しょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 高架にライトを付ける

となれば、ちょっと東武鉄道の方には確認は必要

となります。 

  現在、スタンドライトを何台か購入して、そこ

でちょっと光は担保しようかなと思っておるので

すが、もう少しちょっと様子を見ていきたいと考

えてます。 

○へんみ圭二委員 あれだけ天気のいい日で、日中

で、それでもちょっと暗いかなという感じがしま

したから、あれ曇ってたり、天気悪かったりする

ともっと暗くなるでしょうし、夕方にいろいろ使

ったりすることを考えると、照明がしっかりあっ
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てもいいのかなという気はしました。 

  それとあともう１点、このたけのつカー＆パー

クは、動物はどうなのでしょうか、入れるのでし

ょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 こちらもトライアル期

間のときで試してみたいのですが、まずイベント

に関しては、動物は受け入れていこうと考えてお

ります。放し飼いではなくて、抱きかかえるとか、

そういうちょっと条件はあるのですが、キッチン

もありますので、ちょっと衛生面も加味して日常

的にどうしていくかというのはちょっと今後様子

を見ます。 

○へんみ圭二委員 例えば保護猫の譲渡会などを開

催したらいいのではないかなということも感じる

のですが、そういう利用は、屋外のところに、保

護猫に来てもらってということは可能ということ

ですか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 現状、保護猫のイベン

トはやっては駄目という規定はないので、まず相

談してもらってからになります。 

○岡安たかし委員 私も何点か、順に聞きたいと思

います。 

  まず、政策経営の３ページのシティプロモーシ

ョンなのですけれども、千住宿開宿４００年を機

にこれやりまして、半年強ですか、２，０００万

円掛けて、実施、その次の実施結果のところ、こ

の５ページですか。分析で、広告としては、説明

では９．６億円、約１０億円換算の広告費用が効

果があったと。実際に掛けてるのが２，０００万

円もないですから概算費用で、かなりの効果なん

だろうなと。 

  ただその効果というのが、計算式があるとは言

ってましたけれども、よく分からないのですが、

というのが、これやっぱり千住はいいと思うんで

す。これ説明のときにも私、言いましたけれども、

千住以外の地域にも、例えば綾瀬だと★★とかい

ろいろやってくれたのですが、私が住んでるのは

青井ですけれども、青井の方とか、千住宿の４０

０年知ってますよ、開宿４００年。でもその盛り

上がりというのは全然伝わってないし、何か買物

行くときは千住行ったり、友達がいるからとか、

そういう人は、そこに行って何か触れ合ったのか

もしれませんが、あんまり縁のない人は別に開宿

４００年で、何か千住盛り上がってそうだから行

こうという気になってないんですよ。むしろ知ら

ない人もいっぱいいますしね。 

  あのときも言いましたけれども、これは綾瀬だ

けではなく、西新井、竹ノ塚、４主要駅と言いま

すけれども、千住以外のところが、これどれだけ

盛り上がって、どれだけこの効果があったのかな

というとちょっと疑問だなと、もちろん千住は足

立区の顔ですから、そこが盛り上がることによっ

て、足立のイメージアップにつながるのかもしれ

ません。だけれども、千住は顔、でも体全体が足

立区だとすれば、手も足も体もあるわけで、顔だ

けがピックアップされても、手足体に全然目向い

てなければ、やっぱり千住はいいねと。だけれど

も、綾瀬は何、竹の塚何やってんのという来街者

がいっぱいいるのではないかなと思うんですね。 

  テレビなんかでも、今やたらと千住は取り上げ

られてます。変な言い方をすればほっといても千

住はどんどんどんどん盛り上がるのではないかな

と私は思ってるぐらいなんですよ。有吉さんなん

かも来てるし、いろいろな番組の御用達がありま

すよね。医者とか八百屋とか、★★さんとか、何

チャンネルか知らないけれども、そこばっかり出

るみたいな、最近千住結構出るんですね、二階の

ペデストリアンデッキのところでインタビューす

る。よく出てるんですよ。何チャンネルかは分か

らないけれども、やっぱりそういうのにつながっ

ていくのでしょうね。そして、そういういろんな

バラエティー番組にも出て、この前何とか散歩に

も出てましたね、千住エリアが。なかなかこれ綾

瀬とか竹の塚とか西新井に結び付いてないなあと
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いう気がします。 

  そういう意味では、千住宿もあったし、千住は

すごい盛り上がってるし、もともとそういうテレ

ビ効果もあるしいいのですけれども、ほかのエリ

アに対して、やはりこの次のイメージ調査にも関

わる話ですが、ほかのエリアもしっかり盛り上げ

ていくという今後の展開、その辺はどう考えてい

るか教えてください。 

○シティプロモーション課長 昨年は千住を集中し

てプロモーションしましたけれども、その理由の

１つが千住が盛り上がることで、ほかの足立区内

の地域にも目が向くというところを狙っています。

今年は、西新井大師建って１２００年になります

し、そういったニュースがございます。そういう

ところはしっかり機を捉えてメディアに売り込み

をしていきたいというところと。 

  あとあれですね。昨年、千住に力を入れたこと

で、今年の秋に発行されますけれども、地球の歩

き方の足立区版というところの発行にもつながっ

ておりますので、地球の歩き方の足立区版は、足

立区の全てのエリアをくまなく御紹介するという

ことで、今取材協力の方をしておりますが、そう

いったいろいろな手法を使いながら、足立区のい

ろいろな地域の魅力が伝わっていくように進めて

いきたいと考えております。 

○岡安たかし委員 そうですね、総務委員会のこの

イメージ調査の２２ページのところの、今年度は

メディアの直接アプローチを強化するとあります

が、今後の方針ところ。やっぱりメディアはすご

いやっぱりテレビとか、すごい大きいと思います。

特にテレビかな、大きいんだと思うんですよね。

若い人もそういうバラエティー番組を通じて来る

人も多いですし、有吉さんが行った、紹介したあ

のお店行こうといって行くとかね。やっぱりそう

いうのを考えると、千住以外のまちに、どんどん

ＰＲして、是非こっちにもこういういい店あるか

ら、何か番組やってくれませんかと宣伝してほし

いなと思います。 

  次、ぐるぐるなのですけれども、今更ですけれ

ども、このあやセンターぐるぐる、これ私応援し

てます、当然。最初これ何だろう、どうなるもの

かなと思ってずっと見守って、区としては、ここ

まで成功事例だというふうに判断してると思うし、

私もこれいいと思います。ここまで本当に区民の

皆さん巻き込んで。 

  ただやっぱり、さっきへんみ委員も言ってまし

たけれども、まだまだ分かってない人分かってな

いし、何だろうねこれという人もいるし、何と言

ったらいいのでしょうね。この本来のコンセプト

というのがどこにあるのかというのが、なかなか

この見失いがちだなという気もするんです。我々

議員としても。 

  特にぐるぐるＫＩＯＳＫなんかもっとそうなん

ですよね。前やったときなんか店舗も、今回も１

０店舗ですか。盆踊りのテキ屋さんの方が多いな

ぐらいな感じで、一般区民としては、そこ行って、

飲食店とかいっぱい屋台があってと期待したら、

あれなんかキッチンカー３台に、物販とかが７つ

で終わっちゃった。これお祭り何だろうぐらいに、

知らない人はそれで終わっちゃうんですよね。 

  やっぱりしっかりコンセプトを理解してもらい

ながら、そこに来る人にも楽しんでもらったり、

こういうのをやってる取組を応援してねというの

は大事だと思うんですけれども。その辺ちょっと

どうなんですかね、ただ単にぱっとこう寄って帰

る人は、ある意味がっかりする人もいると思うの

で、もうちょっとこういうことやってるこのＫＩ

ＯＳＫなんですよというの分かるような、そんな

仕組みというか、何か大きな看板を最初にばんと

つくるとか、チラシを配るとか、そういうの大事

だと思うのですけれどもいかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 ＫＩＯＳＫに関しまし

ては、東綾瀬公園とハト広場と交通広場の間の区

の管理道路を使用しておるためスペース上１０店
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舗ぐらいが最大となっております。 

  周知に関しまして、ＫＩＯＳＫのコンセプトは

まだまだ１回しかやったことないということもあ

りますので、そこは伝わるように看板含め、ちょ

っと検討していきます。 

○岡安たかし委員 これくれぐれも誤解のないよう

に言いますけれども、私はこれ後ろ向きではなく

て応援したいんですね。だからこそ、もっともっ

と区民の皆さん、あるいは来街者が、いい取組で

すねと思ってもらえるようにしてもらいたいなと

思いますので、よろしくお願いします。 

  さっき言ったぐるぐる、ちょっと分かりづらい

というのはあるんですよね区民全体としても、何

かこうぐるぐるニュースみたいのを定期的につく

って配布するとかというのを今やってるのですか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 ぐるぐるニュースのよ

うな配布物は現状しておりませんが、年に１回感

謝祭というところでは新聞記事をつくって、来場

者の方には配付しております。 

  あと基本はＩｎｓｔａｇｒａｍでの情報発信が

主流となっております。 

○岡安たかし委員 やっぱりなんか紙の配布物でも

そういうのをやった方が、それは毎月とは言わな

いですけれども、三、四か月に一遍とか、例えば

綾瀬だったら西口、東口でちょっと配るとか、大

事なのではないかなと思うので、またこれも検討

よろしくお願いします。 

  次に、危機管理なのですが、ながら見守りに関

しては、我が党はずっとこれ応援してきました。

ながら見守りの９ページに、拡充する取組として、

登録者による意見交換会の開催とか、ながら見守

りセミナーの開催というのがあります。 

  このながら見守りは、意識している人と、して

ない人がいると思うのですが、取りあえず登録と

いうところで、登録者を意識してるのかもしれな

いのですけれども、ごめんなさいちょっと前後す

るけれども５，７００名はこれ累計ですか。 

○危機管理課長 延べ人数でございます。 

○岡安たかし委員 もっと多いんだろうなと、実際

ながら見守りをやってるぞと意識してる人まで入

れると多いと思うんです。実際にうちの町会でも

犬の散歩をやって、ほうきとちり取り持ちながら

犬の散歩やってるんです。それ、犬の排せつ物の

あれだと思ったら、いや掃いてるんですよと言う、

ビニール袋持って、ちょっと大きなごみも一緒に

掃きながらやってるんだと。ついでに、やっぱり

子どもたちのことなんかも見たりしてるんですな

んていうね。 

  ながら見守りのあれですよねといったら、何で

すかそれはみたいな、知らない人いる。本人意識

しないでながら見守りやってる人もいるんだろう

なと。ながら見守りの何かこのさっき言ったセミ

ナーとか、そういうお堅いのではなくて、もっと

こう軽い集いみたいのやった方がいいのではない

かと思うんですよ。ながら見守りは、もっと軽く

みんな入ってもらって、みんなやりましょうとい

う形で、だからこそながら見守りフェスタではな

いけれども、もっと軽いタッチで、セミナーとか

言うと、みんな堅くなっちゃうので。 

  もう、さっき言ったぐるぐるＫＩＯＳＫではな

いですけれども、ちょっとながら見守りＫＩＯＳ

Ｋみたいな、もっと軽いものを何か考えたらどう

なのかなと思うのですけれども、この辺どうです

か見解として。 

○危機管理課長 登録されてなくて様々な地域活動

されている方も大勢いらっしゃるかと思いますの

で、今御提案のあったことも含めて、どんなこと

ができるのか検討してまいりたいと思います。 

○岡安たかし委員 特に私、わんわんパトロールの

方とはよく接触してるのですけれども、本当に意

識持ってやってくれてます。自分たちがもうまち

を守るんだぐらいの気持ちでやってる人も多いの

で、よろしくお願いしたいなと思います。 

  次に、防犯の物品なのですが、２ページに、防
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犯事業の実施の方向性というやつですよね。この

防犯カメラ、都の補助がなくなったから１万円、

区民としては負担が増えてしまうということなの

ですが、都がこれ１万円減らしたのもいかがなも

のかとあるのですけれども、ただ区民からすれば

都も区も関係なく、何か１万円負担が増えちゃう

ねという、そこしか残らないんですよね。区で単

独でここを補填するという考え方はなかったので

しょうか。また今後もないのでしょうか。 

○危機管理課長 これにつきましても、当初予算計

上の際には、全庁でいろいろ検討したのですけれ

ども、今回はこういった結果になったという状況

でございます。 

○岡安たかし委員 是非ここは考えてほしいなと。

１万円が無理なら５，０００円でもいいし、やっ

ぱり区民としては１万円の負担大きいですよね。

増えちゃうという、やっぱり負担が、比べちゃい

ますから、そこなく付いた人と、例えばお隣さん

だったら、あれ私の時そんな負担ではなかったよ

となっちゃうので、是非、いやそれは東京都がな

くしたからですよなんて、そんな理由は頭に残り

ませんから。また理解できませんから。是非よろ

しくお願いしたいなと思います。 

  最後に、本庁舎の地下駐車場運用システム、こ

れはプラスの方向でいい方向にいく話なのですが、

区民サービス向上を図るためというのですけれど

も、ちょっとこの何が区民サービス向上につなが

るのかというのを確認したいのですけれども。 

  これはあれですか、事前精算ができることと、

クレカや電子決済サービスが使える。この２点で

向上ということなのですかね。 

○庁舎管理課長 岡安委員おっしゃるとおり、新貨

幣、クレジットカード、電子決裁が使えるように

なることと、あと今まで無料の駐車券をお渡しし

てカードを２枚お持ちいただいてたような状況で

したが、これからは刻印機で刻印されるのが、カ

ードが１枚で済むというところが、利便性の向上

につながると考えております。 

○岡安たかし委員 向上につながるならいいので、

ちょっと、またしばらく実施してアンケートを取

るなり、その辺も、区民の利便性向上につながる

か意見聞くのも大事かなと思いますので、よろし

くお願いしたいなと思います。 

  あと、情報連絡は最後か、一旦これで。 

○中部地区建設課長 先ほどの利便性向上なのです

けれども、少しもう１点違う視点からいきますと、

駐車場の出入口が今結構混雑しておりまして、車

番認証システムを入れることによって、出入りが

スムーズになるということも、スムーズになるこ

とはサービスにつながりますし、やはりかなり料

金を支払うことでトラブルも発生しておりますの

で、そういう点からもサービスが向上すると思っ

ております。 

○伊藤のぶゆき委員 私から、ちょっとシティプロ

モーション、まずはシティプロモーションから聞

きたいのですけれども、吉本興業と提携をして、

２，０００万円ぐらいの予算でＹｏｕＴｕｂｅも

よく回ったということで、すばらしい結果だと思

いますけれども。今回、この吉本興業と組んで、

多分千原ジュニアさんのＹｏｕＴｕｂｅが８５万

回ぐらい再生したと思うのですけれども、この経

験というか、足立区として踏まえて、今回のシテ

ィプロモーションとして、今後要するにいろいろ、

どういうふうな今回の吉本興業がいろいろやって

くれたりとか、いろいろなことを提携して情報連

絡してやった中で、今後シティプロモーション課

として学んだことと、今後どういったものを新し

くやっていこうかなと思っておりますか。 

○シティプロモーション課長 区外プロモーション

では、いろいろな手法、ユーチューバーの活用で

したりとか、ＳＮＳの活用というところをいろい

ろこの２年間勉強させていただいております。 

  やはりスポットで著名な方を使うというところ

のこの瞬間風速的な認知度を高めるというところ
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でしたりとか、そういう効果もよく分かりました

ので、これからの１００周年に向けて、５０％ま

でまたイメージも上げていかないといけないので、

いろいろな手法をクロスさせながら、足立区のよ

さが外にしっかり発信されるようにつなげていき

たいというふうに考えております。 

○伊藤のぶゆき委員 へんみ委員、岡安委員もおっ

しゃってましたけれども、要は、千住だけスポッ

ト当たってもしようがないと、これは僕もそう思

います。私たちは、よく千住の人たちは、私たち

のこと★★と言うのですけれども。これ千住の人

しか言わないんですよ不思議なことに。やっぱり

千住の人たちと、足立区全体の人たちのイメージ

は結構かけ離れてるんですよね。 

  なので、千住が４００周年ですと言われて、電

車乗るから千住通りますけれども、買物も行きま

すけれども、どれだけの足立区民の方々が千住宿

４００周年に興味を持ったのかということに関す

ると、やっぱり少し疑問が思うこともあります。 

  ちょっと気になったのは、今回、千原ジュニア

さんがＹｏｕＴｕｂｅ回しました。８５万回再生

で、千原ジュニアさんのＹｏｕＴｕｂｅを見ると

回ってる方だと思うんですよね。ネタとしては、

要するにちょっとアングラネタとかすごい回って

ますけれども、やっぱりポップなまちを紹介する

飲食とか食べ物という意味では、結構よく回った、

大体１０万回とか２０万回ぐらいはしか回ってな

いのに、千住が８５万回再生してるといったこと

で、今回ちょっとそれで気になったのが、舎人の

千本桜まつりは、足立区は何か動画とか発信した

んですかね。 

○工藤副区長 ドローン撮影のものをＰＲはいたし

ました。 

○伊藤のぶゆき委員 せめて今回、吉本さんでいろ

いろ学んだということがあるのでしたら、動画ｄ

ｅあだち見ると、一生懸命やってます外国人に対

する案内がバーッて並んでくるんですけれども、

千本桜のことは一切出てこないので、せっかくだ

ったら１万２，０００人ぐらい登録している動画

でも、今後、千住だけではなくて、足立区の大き

なイベントなので、そういったことで周知をすれ

ばいいのかなと思うのですけれども。 

  あともう１点、費用対効果として３００万円ぐ

らいで、７億円ぐらいの効果があったということ

で、これはもういろいろな委員からも言ってるの

ですけれども、当然足立区に縁のあるユーチュー

バーで、それなりの登録者数がいる方がいらっし

ゃるのですから、その方たち、多分３００万円も

２００万円も要求されないと思うんですよね。そ

ういった方々に少しお願いをして、例えば千本桜

まつりのお店を回ってもらうとかとすれば、要は、

どこに、舎人公園に行くということは結構なかな

かの労力だと思うんですよ。 

  我々も車で行くと車を止められない。行くには

日暮里・舎人ライナーから行くしかない。でも、

そこで何がやってて、どんなものがあるか分から

なければ、あそこに行ってみようという発想にや

っぱならないじゃないですか。でもやっぱりその

動画で、こういう人たちは、こういう何かテント

があるんだなと思ったら、多分行くきっかけにも

なるので、舎人だけではなくて、そういったもの

も、せっかく今回学んだことがあるんだったら、

やっていってもらいたいなと思うのは要望で、あ

と１点。 

  西新井大師が１２００年ということで、今年ア

ピールしていきたいということですけれども、西

新井大師は協力的なんですか。 

○シティプロモーション課長 すみません、私も聞

いた話にはなるのですけれども、お寺さんの方は

粛々と年間の行事あるということでお進めになら

れるというお話は聞いております。 

○伊藤のぶゆき委員 そうなると、向こうは粛々と

してやりたいとなって、足立区が１２００年だか

ら盛り上げましょうよというと、結構その温度差
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が出てきてしまうので、やっぱり足立区で一番有

名なところというアンケートを取ると、西新井大

師なので、それはもう西新井大師さんたちの気持

ちもあるのかもしれませんけれども、どうにか足

立区の盛り上げに一役買ってもらえるように、改

めてお願いをしてもらいたいなと思います。それ

はそれで★★なんですけれども。 

  続いて、刑法犯認知件数の件で、ちょっと私の

方も聞きたいのですけれども、へんみ委員が一通

り私、聞いてほしいことがあったので聞きたいの

ですけれども、万引きが増えてると、あとはオー

トバイ盗が増えてるというんですかね。これは、

何かさっき言った１０代の万引き、７０代、８０

代が多いとなると、７０代はイメージですよイメ

ージは、何かテレビとかでよく見るんですけれど

も、やっぱり世間的に不景気になってくると高齢

者の万引きが増えるみたいなイメージがあるので

すけれども、そういったものとは特に関連してる

わけではないですか。 

○犯罪抑止担当課長 去年聞いた話で、竹の塚の話

では７０代、８０代、１０代という形は聞いてる

のですけれども、これは推測によりますけれども、

今伊藤委員のおっしゃったとおり、全く関係がな

いかと言われますと、多少はやっぱり関係をして

きているのかなというふうには推測しております。 

○伊藤のぶゆき委員 あともう１点、犯罪増えてま

すけれども、比率としてこれ外国人の犯罪の比率

は増えていない、そんなに。 

○犯罪抑止担当課長 去年一応警視庁の本部から聞

いておりますけれども、日本人と外国人の犯罪を

犯してる割合というのはほぼ変わってないという

ふうに私の方で認識しております。 

○伊藤のぶゆき委員 では最後にします。 

  自転車盗が増えてきたということで、またどう

いった方が自転車を捕ってるかというと、ちょっ

と私分からないですけれども、岡安委員からも言

いましたけれども、防犯カメラ、多分足立区２３

区で一番足立区で防犯カメラ付いてますとうたっ

てるということは、それなりに行政として力入れ

てるじゃないですか。そうなってくると、やっぱ

りなかなか区民の方々の御協力もなければできな

いということで、例えばですけれども、大体７５％

ぐらいは補助出すじゃないですか。さっきの防犯

カメラの件ではないんですけれども、これ１年間

ぐらい、防犯抑止担当課長だけの判断ではできな

いですけれども、思い切って鍵、鍵の種類にもよ

るのでしょうけれども、１００％補助して、逆に

うたってみたらどうなのかなと思うんですよ。 

  要は、足立区は自転車盗が圧倒的に多いんだと、

ですので、その自転車盗をなくすために、１人１

台持ってるかどうか分からないですけれども、要

するにもう鍵を完全に補助します。補助金★★付

けてくれという話で、もうそれも１年間限定です

よ。それでみんなで下げましょうみたいな、要す

るに何か今までも補助を出しています。ツーチャ

リロックしてます、何か籠掛けてますと。 

  今皆さんがやってることは別に否定はしないの

ですけれども、何かここでもう１点、何か大きく

ぼんと転換してみて、すごくそれで多分補助金が

大幅に増えるということは少し考えにくいと思う

ので、何百万というお金は出ていくでしょうけれ

ども１，０００万円、２，０００万円という費用

は出ないということを考えると、意識付けと、大

きな転換として、何か区民の皆様から見たら、足

立区、ここまで★★してくれてんの、それだけ自

転車捕られてるのみたいなイメージをボーンと打

つような施策をやってみたらどうなのかなと思う

のですけれども、いかがですかね。 

○危機管理部長 今の御意見につきましては受け止

めさせていただきたいと思います。 

  この自転車盗については、やっぱり鍵を掛けて、

そもそも掛けない人がいらっしゃるというのがち

ょっと課題で、あと例えば駅前の駐輪場なんか何

ですか、ガチャンとやってロック掛かって、だけ
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れども自分の鍵は掛けないというような人がいて、

それが何ですかね１００円入れて持っていかれち

ゃうというケースもあるということなんですね。 

  なので、鍵をただにするから付けてくれと言っ

て、おっしゃるとおり、どのぐらい付けてくれる

のかというのが、ちょっと我々ちょっと今のとこ

ろ読めてないというところ、だから、そういうも

のに申請をしていただかない人たちの意識をどう

やって高めるのかと、これまでもずっとやってき

て、意識が高まらないのだとするならば、やっぱ

りほかの方法を考えなければいけないんだと私も

思ってます。 

  その方法としては、もう本当にカメラで絶対捕

まりますよというふうにするだとか、何かそうい

うことを打ち出していかないと、もう多分止まら

ないのではないかというふうに考えております。

いずれにしても、いろいろな何ていうかハレーシ

ョンとかもあると思うので、カメラなんかもそう

ですし、お金のことも予算のこともございますの

で、ちょっといろいろ研究しながら、少しずつち

ょっと進めていきたいのですけれども、本音とし

ては、何ですかドラスチックにちょっと変えてい

きたいという思いはあります。 

○工藤副区長 若干補足させていただきますけれど

も、竹の塚の有識者会議の中で、専門家の方から

の意見で、例えば立体にすると入れないので、盗

まれないよですとか、あと実際に千住でもゲート

式のものについてはほとんど盗難されてないんで

すね。そういった仕組みを変えていくということ

も、非常に対策で重要だなと思いますので、例え

ば単純に今はガチャとはめてというようなシステ

ムですけれども、それをゲート式に変えていくと

いうと少しお金が掛かりますけれども、そういっ

たことの方がむしろ効果があるのではないかなと

いうふうには、そういったことをちょっと進めて

いきたいなと思います。 

○川村みこと委員 初めに、ぐるぐるＫＩＯＳＫに

ついて確認させていただきます。 

  これ、２５日前後の金曜日の夜で設定している

ということで、定期的開催を印象づけるというこ

となのですけれども、これ他の委員の皆様からも

お話出てましたけれども、出店する方々は、３か

月に１回２５日前後の金曜日かということで印象

づけることはできるかなと思うのですけれども、

やっぱりまちを通っていらっしゃる方は、やっぱ

り３か月に１回の金曜日だと、なかなか印象づけ

るというのは難しい部分もあるんだろうなという

ふうに思っております。 

  その辺り参加者の方ではなく、通行人の方に印

象づけていくというところについては、どのよう

な方向で考えておりますでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 当日会場にゲートとし

て、交流スペースを設けてます。そこで利用者と

か来場者の方の声は聞いていきたいと考えており

ます。 

○川村みこと委員 分かりました。やっぱり区民の

方々が印象づけて、区民の方々に位置づけてもら

って、ここに来たら楽しそうなことがあるという

のはやっぱり分かってもらえるようにならないと

いけないなというふうに思います。 

  これは他の委員の皆さんからも出てましたけれ

ども、やはりチラシとかの周知が必要だと思って

いて、参加者の方が主体的に自ら運営するという

ふうな特性から考えると、区が全部入っていく必

要はないと思うのですけれども、例えばぐるぐる

博の北綾瀬では、参加者の方が出店者の方々が自

らチラシを自費で印刷してポスティングしたりと

か、そういうこともされていました。 

  でも予算のあらましによると、ぐるぐるＫＩＯ

ＳＫが年６回を目標としていて、そういったこと

を考えると、なかなか自分たちで全部チラシも印

刷してくださいというふうな話になると、持続可

能ではないなというふうには思います。 

  例えば、区でチラシの印刷代とか、何か小さな



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ２４  

 

周知カードでもいいかと思うのですけれども、そ

ういったぐるぐるＫＩＯＳＫを宣伝するようなも

のをつくって、そこから先は是非参加者の方にや

ってもらうだとか、そういった仕組みづくりにつ

いてはいかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 現在ＫＩＯＳＫ、リー

フレットは作っております。出店者の方に３０部

ずつお渡しして御自身でお配りくださいというこ

とと、リーフのデータをお渡ししてますので御自

身のＳＮＳで発信してくださいという御協力は、

お願いしているところです。川村委員の考えも受

けてちょっと一度検討します。 

○川村みこと委員 分かりました、ありがとうござ

います。是非３０部、今配っていただけるという

ことでしたけれども、本当に北綾瀬のぐるぐる博

の時は大量に皆さん頑張ってポスティングをして

回っていて、そういったふうに皆さんやりたい気

持ちは多分あるんだと思いますので、是非そこを

区がサポートしていくというところでお願いした

いと思います。 

  上記日程以外にも希望者がいれば開催を検討す

るということなのですけれども、これは具体的に

どういうふうに要望を聞いて、どういったスケジ

ュール感でやっていく予定なのでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 まだ具体的に決まって

いるわけではないのですが、そのＫＩＯＳＫに出

てみたいよというニーズが増えてきましたら、ち

ょっと検討していきたいなと考えております。 

  現状まだＫＩＯＳＫ自体はあんまり周知はでき

ていないので、まだ出たいという声は、そこまで

はないのですが、今後出た場合に、日程調整して

開催を検討していくという流れは取りたいと考え

てます。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  このぐるぐるＫＩＯＳＫが、やっぱり周知があ

まり広がっていないので、このぐるぐるＫＩＯＳ

Ｋに出たいという声は確かにあまりないのかもし

れないですが、一方で、公園とかで簡単な本当に

短時間のマルシェみたいなものをやってみたいと

か、そういった声は本当にたくさんあるなという

ふうに私は感じています。ですので、そこをうま

くマッチングしていくのが大事なのかなというふ

うに思うのですけれども。 

  このぐるぐるＫＩＯＳＫはあやセンターとか未

来会議とか、ぐるぐる博の次のステップでという

ふうに位置づけてはいるものの、こういった例え

ば時間帯だったらとか、こういうふうな簡易的な

ものだったら出られるという人も逆にいると思い

ますので、そこを取り組んでいくことも必要なの

ではないかなというふうに思います。そのあたり

についてはいかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 川村委員おっしゃると

おりだと思います。まだ１回しかやってない、次

２回目ということなので、まずは今現状の形でち

ょっと形をつくっていきたいという思いはありま

す。今後もう少し気軽な、これなら参加できるよ

という幅広い人たちも受け入れるという体制を考

えていきます。 

○川村みこと委員 分かりました。是非よろしくお

願いしたいと思います。 

  続きまして、ながら見守りについて伺います。 

  様々な場所で周知を広げていただいていて、あ

りがたく思っております。絆のあんしんネットワ

ーク連絡会にて、参加者に周知を行ったというこ

となのですけれども、これ会場によってかなり登

録の割合に差があるかと思います。これは、実際

は、先にもう登録、既に登録してる方もいらっし

ゃったからではないかなというふうに思うのです

が、ちょっと先に登録して、既に登録していた方

の割合がちょっと分からないので、実際登録して

ない方で、この場で登録してくださった、これを

機に登録してくださった方はどのぐらいの割合だ

ったのか教えてください。 

○危機管理課長 表記すみません、こちらは参加者
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名と登録者名、登録者名は参加者名のうちその当

日登録していただいた方の数字を載せてます。 

  花畑につきましては、一度書類お持ち帰りにな

って複数の方が申し込まれたという結果なってお

ります。また一ツ家につきましては、これは保塚、

六町地域、非常に地域活動盛んな地域で、ここの

５０名につきましては、ほぼほぼ登録したという

ところでございます。 

○川村みこと委員 分かりました。なかなか事前に

どのぐらい登録者がいるかというのは分からない

部分もあるかと思うので、難しいのだろうなとい

うふうに思うのですけれども。５０名参加者いら

っしゃって、ほぼほぼ登録してらっしゃる方で、

そして結果的に登録者ゼロというふうになってし

まっては、なかなか職員の方々も、ちょっと大変

だと思いますし、その辺りは是非ここで、このタ

ーゲット層を絞って、ここで増やしていきたいと

いうふうなのを是非事前にリサーチしていただけ

ればいいのかなというふうに思います。 

  そして、（４）の方、区内の各イベントでも周

知啓発を行ったということで、これも多くの方に

登録いただいておりますけれども、このイベント

の選定というのはどうやって行ったのでしょうか。 

○危機管理課長 これ職員がほかの部署が出店する

ようなイベントに一緒に調整して出店したという

ような経緯でございます。 

○川村みこと委員 分かりました。私、この扇小学

校のＰＴＡのお祭りに出店したのが、非常に私は

いいなというふうに思ってまして、そういった形

でＰＴＡの活動をしていらっしゃったり、そうで

なくてもお子さんがいらっしゃる方は、ながら見

守り、これのためだけにすごい活動する時間取れ

ないけれども、本当送迎のときとかにやってもら

うって、そういうのに本当にぴったりなそうだな

というふうに思うんです。 

  輪投げの参加者も２２３人いるんですけれども、

でも実際登録者４人だったということで、これは

どういう状況だったのかというところを教えてい

ただきたいと思います。 

○危機管理課長 この扇小のＰＴＡのお祭りにつき

ましては、今回初めての参加なのですけれども、

これ包括支援センターの扇のところもそうなので

すけれども、非常に登録者が多いところで、登録

者の方がＰＴＡの役員やっていて、参加の依頼い

ただいたというような経緯でございます。 

○川村みこと委員 なるほど、分かりました。参加

者の方々にはもうちょっと登録してない方もいる

のではないかなというふうに思ったのですが、登

録者多かったということで、今後の方針として、

登録しない方が、こういうふうにイベントに出て

も、声を掛けてみても登録しない方がなぜ登録し

てくれないのか、そこを分析していく必要がある

かなというふうに思います。 

  すごい難しいことだったら、私はちょっと時間

で協力できないとか、そういうことあるかもしれ

ないのですけれども、そうではないこれ取組なの

で、やろうと思えば多分皆さんできるはずなんで

す。何で登録しない人が登録やらないのかとか、

この点についての分析は現状いかがでしょうか。 

○危機管理課長 当日は職員が直接ながら見守り、

こういうことで日常生活をしながら、子どもたち

の見守り、高齢者の見守りをお願いしますという

ことでやってますけれども、もう少し丁寧に説明

すればいいとは思いますけれども、登録していた

だけないことの分析につきましても把握してまい

りたいと思います。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  例えば、そのグッズが特に魅力的ではないとい

うふうに感じるのか、すごい説明を受けてもチラ

シを配布するぐらいであればちょっと難しいこと

だなというふうに感じてしまうのか。 

  せっかくいろいろなイベントに職員の方出てい

っても、そこが多分伝わらないと登録してくれる

方増えていかないというふうに思いますので、是
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非その辺を分析していただいて、７，０００人目

標ということでしたので、是非７，０００人を目

指していただきたいなというふうに思います。 

  最後に、刑法犯についてなのですけれども、項

番３のところで、責める防犯を意識したポジティ

ブな情報発信ということで、この（１）で横断幕

を設置するということで、これはすばらしいこと

だと思うのですけれども、この横断幕、どんな内

容になるのでしょうか。 

○犯罪抑止担当課長 責める防犯という形ですので、

例えば警察目線で言いますと、この辺りで犯人が

捕まりましたよですとか、あなたのことをちゃん

と自転車盗犯人見てますよですとか、そういった

犯人に訴え掛けるような、そういった内容を掲載

したいと思っております。 

○川村みこと委員 分かりました。犯人に訴え掛け

るのも重要だと思いますし、今おっしゃったよう

に本当にエリアを絞って、やっぱりここがという

のが伝わるようなやり方がいいなというふうに私

も思っています。 

  もう本当にこの、例えばこの綾瀬であれば足立

区で増えてますとかではなく、この綾瀬の東の自

転車駐車場でも、ここ最近何件出ましたとか、も

うそういう具体的なものがもし出せるのであれば、

それぐらい具体的なものを言ってもいいのではな

いかなと思います。 

  やっぱり足立区は広いですから、ただ足立区で

増えてますと言われても、何かそんなに自分関心

が関係ないなみたいな気持ちが働くのではないか

なというふうに思いますけれども、多分職員の皆

さんも、１７時過ぎに梅島までの道で、何かこう

犯罪が増えてると言われたら皆さん怖いな、ちょ

っと気を付けながら、ひったくりとか気を付けな

がら帰らなければいけないなと多分思うと思うん

ですよね。 

  なので、やっぱり自分事に感じていただけるよ

うな取組が必要だと思いますので、是非この横断

幕設置していただけるということですから、ここ

はもう本当ピンポイントに絞って、自分のことだ

というふうな感じてもらえるような内容にお願い

したいと思いますので、これは要望させていただ

きます。ありがとうございます。 

○土屋のりこ委員 あやセンターぐるぐるの評価委

員会が行われたということなのですが、これまち

づくりの在り方として、これまでの既存の町会と

かでは組織できなかったというか、そこには参加

してこなかった区民の方たちをまちづくりの参加

へということで取り組んできた評価が一定出たと

いうことで、それが成功しているということなの

かなと思うのですけれども。そういった綾瀬で成

功したことを、区全体でどう標準化というか、生

かしていくのかということも大事かと思うのです

が、ここで今後の方針のところで自走は難しいと

いうことなので、一定やっぱり区が責任を持って

いかなければいけないということで、ぐるぐるを

基幹のセンターとして生かしながら、どういった

ことが竹の塚以外のエリアでもできるのかという

ことが大事だと思うのですけれども。 

  例えば、出張ぐるぐるみたいな感じだったりと

か、あと人の発掘をする腰を据えてするというこ

とまではできないのかもしれないですけれども、

やっぱりその１か所に限定して税を投入するとい

うことでは、他の区全体としての持続可能性、ま

ちの持続可能性というところで弱いかと思うので、

区内他エリアへの応用や活用というところで、何

か今の段階で考えとかはあるでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 土屋委員おっしゃると

おり他エリアへの展開という視点は非常に大事だ

と思っております。その他エリアの展開を行政だ

けが担うのではなく、今、あやセンターも竹の塚

も、竹の塚はこれからなのですが、いろいろなエ

リアの方から利用されています。その人たちをち

ょっと自分の住んでいるエリアで活動できるよう

に、育成といったらおこがましいのですが、担っ
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ていけるような人たちには、一緒に育てていきた

いというか、学んでいきたいと考えておりますの

で、ちょっとほかのエリアの展開についてはもう

少しお時間をいただいて、ちょっと考えていきた

いと考えております。 

○土屋のりこ委員 もう、ここの場の議論にはなら

ないのですけれども、中央本町に私住んでいて、

子どもの学校の弥生小学校適正配置のガイドライ

ンを見たら、１学級になるから黄色信号だよみた

いなことが書いてある。将来的に人口減っていく

と、この区役所のある中央本町というエリアです

ら、区中央部ですら、そういった人口減少が実際

起こってきていると、具体化してきているという

ことを見てびっくりしたんですけれども。 

  そうしたときに、町会、既存の町会の人たちだ

けではなく、様々な人たちも住んできていたりす

るので、シングルであったりとかファミリーであ

ったりとか、そうした人たちと共につくるまちづ

くりというか、そういったコンセプトというのは

大事になってくる。とりわけ人口減少ということ

が、テーマになってきている区内のエリアにおい

ても重要になってくるだろうなということで、い

ま一度あやセンターでやってきたことというのが、

その成果を生かして、区全体のまちづくりという

ことに生かしていけるのではないかなというふう

に考えています。 

  ただそうした人を発掘していくということは難

しいということで、時間掛けなければいけないと

いうこともあるかとは思うのですけれども、そう

した竹の塚でやろうとしていること、綾瀬でやろ

うとしていることということを生かして、是非そ

の応用なり活用ということで、全面的にやるとい

うのは難しいと思うのですが、今竹の塚というこ

とは拠点として、第二の拠点として打ち出されて、

それ以外にもそれを拠点まではいかないけれども、

出張的な感じで巡回したりとかというふうな形で

のモデル的な事業というふうなことでも、何かし

らできないのかということを、是非具体的に検討

いただきたいということで、検討点としていただ

きたいと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 出張ぐるぐるのような

ものは声としては実際いただいておりますので、

私たちもちょっと具体的にどうやっていくかとい

うのは考えていきたいと思います。 

○あだち未来創造室長 ちょっとだけ補足させてく

ださい。 

  先ほどからも非常に御評価いただいてありがた

い限りなのですけれども、とはいえまだ２年ぐら

いしかたってない、まだ走り出しなのかなと思っ

てます。その中でやっていく中で、次の竹の塚で

見えてくることもたくさんあると思いますので、

そういったところを生かしながら検討してまいり

たいと考えております。 

○土屋のりこ委員 それはよく分かるのですけれど

も、とはいえ少子化、超少子化というところは待

ったなしという状況ですので、是非生かせるとこ

ろは生かしてということで、スピーディーにやっ

ていただきたいと思います。 

  もう１件、刑法犯認知件数の減少に向けた緊急

対策ということで、令和８年に入って以降被害が

発生しているところに防犯カメラを速やかに設置

するということで打ち出されているのですけれど

も、こうした被害が受け付けられているかどうか

によって区の支援策補助が変わってくるというこ

とがあれば、やっぱりもう今ちょっと昔のことに

はなるのですけれども、ちょっと一言指摘したい

なと感じるのですが。 

  私も四、五年前ぐらいに、自宅に置いてた自転

車がなくなっちゃったんですよね。ツーロック掛

けてて、自転車ツーロック掛けてたにもかかわら

ず、なくなっちゃったことがあって、それを警察

署の方に、交番の方に盗まれてしまいましたとい

うふうなことを言ったときに、いや昔の古い自転

車だったらねえみたいな感じで、被害を受け付け
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てくれなかったということがあって、ここの総務

委員会でも以前にもお話をしたことがあって２回

目になるんですけれども、そういう水際だったの

か、面倒くさかったのか分からないのですが、そ

うしたこともあったので、それが受け付けられな

かったら、ではまた同じマンションで持っていっ

たらいいやということになるのかもしれませんし、

警察署さんの方にも、細やかにというか丁寧にそ

ういった話があった場合には対応いただきたいと

いうことで、いま一度お話しいただけないかと思

いますが、いかがでしょうか。 

○危機管理部長 その件に関しては大変申し訳なか

ったと、警察のことではございますけれども、区

としても、そこは何とかしないといけないなとい

うふうに考えております。御意見のとおり、この

後、丁寧に警察の方にそういった事例があったと

いうことを改めて申入れたいというふうに考えて

おります。 

［渡辺ひであき委員長退席、 

岡安たかし副委員長着席］ 

○渡辺ひであき委員 最後の、特段の事情がない限

りこの構成での委員会は最後ということで、少し

質疑をさせていただきたいというふうに思います。

お時間ちょうだいして、ありがとうございます。 

  千住宿４００周年記念事業のことでの質疑がご

ざいました。まずシティプロモーション課長、本

当にオーバーワークぐらい頑張られたと思います。

御苦労さまでございました。引き続き、この後、

まとめもあるでしょうから、頑張っていただきた

いと思います。 

  そこで、そのとき、いろいろな経験をこの１年

間させていただきましたけれども、大名行列では

殿様の格好もさせていただきました。松竹の衣装

が来られて本格的な殿様の衣装、これ幾らぐらい

するのかななんて思いながら着させていただいて、

練り歩きもさせていただいた、よい経験をさせて

いただいて、ありがとうございました。 

  伊藤委員から、千住の人は★★と言うんだよと

いう話がありましたが、そういうことがないよう

に気を付けますので、どうぞよろしくお願いをい

たします。 

  何をこの１年間思いながら、そうしたイベント

に参加をさしていただいたとかというと、北千住

の駅、私、５９年住んでますけれども、ルミネが

できて、北千住駅西口再開発事業ができて、その

時々に関わってきたレジェンドみたいな人たちが、

この４００周年を見ていたらどんな思いになった

んだろうなというふうに思ったんですね。本当に

涙が出そうなりますけれども。 

  だからこそ、岡安委員やへんみ委員からも指摘

があったように、これ足立区全体にどう波及させ

ていくか、イメージアップどうつなげていくか、

これは本当に大切なことだろうというふうに思い

ます。 

  西新井大師１２００年の話もありました。千住

の神社の１１００年も今年迎えることになるので、

これら踏まえて、是非発信をしていただきたいな

と。 

  そうすると、思い返すのは、舎人公園に、亡く

なられた高島先生と考えましたけれども、東京ス

カイツリーを建てることについての議員連盟をつ

くったことを思い返すわけであります。そんなこ

とをつらつら話していて質疑しないと叱られてし

まいますけれども、正に今後これを改めてどうや

って生かしていくかについてお伺いしておきたい

と思います。 

○シティプロモーション課長 １年間様々な手法で

したりとか、いろいろな地域の方々との関係もつ

くることができました。これをレガシーにして、

次の１００周年までに持っていきたいというふう

に考えておりますが、シティプロモーション課だ

けで進められるものではございませんので、観光

交流協会ですとか、町内の他の所管とも連携しな

がら、更に足立区全体をしっかりと魅力を伝えて
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いけるように力を入れていきたいと考えておりま

す。 

○渡辺ひであき委員 是非よろしくお願いいたしま

す。 

  千住の人たちと今話してるのは、カウントアッ

プしていこうよということを話し出しています。

４００年で、今年は約４０１年になるわけですか

ら、これを５００年にどうやってつなげていくか

というためには、今年は４０１年、来年は４０２

年、カウントアップしていきながら１００年つな

げる、人は変わってしまうでしょうけれども、精

神は変わらない。こんな歴史を紡いでいけるよう

な千住のまちをつくっていかなくちゃいけないん

だろうというふうに思っているわけであります。 

  ただ、最近千住が壊れていってるような気もす

るわけであります。エリアデザインが進んでいい

まちになっていくというのはどういうことなんだ

ろうなと考えたりして、マンションも随分高くな

って、そこを変える地元の人たちはなかなかいな

いわけで、ただ住んでいるだけの人たちは固定資

産税が上がって住みづらくなったりするというこ

とも聞かれるわけでありますから、こうしたこと

を、もう全部ひっくるめて、千住のまちづくりを

していかなくちゃいけないんだろうということを

思いますが、いかがでしょうか。 

○工藤副区長 千住４００年を契機に、やはり歴史

文化を守っていくということと、やっぱり千住の

よさ、路地文化というのも非常に重要です。そう

いった意味で、今年度からエリアデザインの方で、

千住のそういったよさを生かしていくような計画

を、駅前と旧道沿いをまず先行してつくっていっ

て、それをまた千住全体につなげていくというよ

うなことで、取組を進めていきたいと思ってます。 

○渡辺ひであき委員 是非私もいろいろな知恵を絞

りたいと思います。地域の方々との橋渡しになり

たいというふうに思います。よろしくお願いをい

たします。 

  これは総務委員会で、来年、再来年どこかでま

た入るかどうか分からないですけれども、いろい

ろと掘り下げていきたい課題なものですから、さ

わりとして質疑をさせていただきました。 

  次に、公共施設等総合管理計画の取組状況、い

い資料をつくっていただいてありがとうございま

した。大きい、厚い冊子の方は、私結構熟読をさ

せていただいて、１２月の本会議でも一般質問さ

せていただきましたけれども、公共施設の在り方

というのは、これからもっともっと大きくなって

いくのだろうというふうに思ってるんですね。そ

れは、区民の財産、公共財としての財産を、区民

の皆さんが自分たちが納税をした、足立区に住ん

でよかったと思える対価として感じていただきた

いというふうに思います。それは一般質問でもさ

せていただきましたが改めて、お伺いしておきた

いと思います。 

○資産活用部長 渡辺委員おっしゃるとおりでござ

いまして、その対価というものを我々がどういう

ふうにサービスをしていくかというのが重要な部

分だと思います。いろいろな情報をいただきなが

ら、その選択をしっかりしていきたいと考えてお

ります。 

○渡辺ひであき委員 さて、それで人口が１１％減

るよ、２０３０年、２０４０年、それに向けて公

共施設の１１％減らしていこう、こういう考え方

すごくすてきだなというふうに思いますし、ただ、

その中での区民の皆さんに使っていただく形はど

ういうふうにしていくかということについては、

考えていく必要があるんだなというふうに思って

おります。 

  そして、これから公共施設の更新をしていくの

に長寿命化をしたり、建て替えなければいけない

ものがあるということでありますけれども、さっ

きＺＥＢの話がありました。これ見ると、工事費

５０億円と書いてあるんですね。これよろしいで

すか約。 
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○中部地区建設課長 委員会資料記載のとおりでご

ざいます。 

○渡辺ひであき委員 工事費と書いてあるけれども、

土地の取得の代金入ってるんですか。 

○中部地区建設課長 工事費のみでございます。 

○渡辺ひであき委員 そうすると、これ全部で５，

１２７平米と書いてあるんですよ。これ割り返す

と坪単価３２０万円、その工事費はどうなるので

すか。 

○中部地区建設課長 やはり、かなり工事費が高騰

しておりまして、坪３００万円、平米１００万円

ぐらいが何となく標準化していっているというよ

うな状況でございます。 

○渡辺ひであき委員長 僕も調べてみたんですけれ

ども、学校を建て替えるときにＳＲＣであっても、

大体坪１５０万円から１８０万円という数字があ

るのですが、それとの差異は何でしょうか。 

○中部地区建設課長 構造的なそんなに差異はない

と思いますが、やはりＳＲＣだと若干高くなると

思いますけれども、近年、やはり繰り返しになり

ますけれども、物価の高騰と、あと資材の高騰と

いうのがございまして、やはり少しちょっと読め

ない状況ではございますけれども、いろいろな業

界の新聞ですとか、他区のちょっと状況見ますと、

学校で８０万円から１００万円ぐらいの推移で動

いてるという……。 

○渡辺ひであき委員 平米ですか。 

○中部地区建設課長 平米です。 

○渡辺ひであき委員 これあまりにも、僕が調べた

数字と乖離があって、私が間違ったら申し訳ない

のですけれども、やっぱり坪の単価で３２０万円

の工事費というのは、何となく違和感を感じるの

で、また詳しく教えてください。 

  以上です。 

［岡安たかし副委員長退席、 

渡辺ひであき委員長着席］ 

○渡辺ひであき委員長 他に質疑ございますか。 

○岡安たかし委員 ちょっと今日、議員に机上配付

された監査の指摘事項について、ちょっと資産活

用とか危機管理も所管する総務なので……。 

○渡辺ひであき委員長 ごめんなさい、その他言っ

てなかったから。 

○岡安たかし委員 ごめんなさい。 

○渡辺ひであき委員長 これで報告事項についての

質疑を終わります。 

 

           ◇            

 

○渡辺ひであき委員長 次に、その他に移ります。 

  何かありますか。 

○岡安たかし委員 すみません、先に言っちゃって

すみません。 

  消防用設備の有効期限切れの監査の指摘事項だ

ったんですね。要は何か住区推進課の話なので、

本当は区民委員会が一番適してるのかもしれませ

んが、先ほど言いましたとおりちょっと関わって

る総務委員会なので、住区推進課管理の施設にお

いて、例えば中央南地域集会所で消防用設備点検

補修業務委託において、令和６年、２年前７月の

点検報告書で、消火器４本が製造から１０年経過

して交換を要する旨、報告をしてたんです区に、

でも交換しなかった。また令和７年１月の点検で

も同様の報告をした、でも交換してない。更に７

月の点検のときにも多分報告したんだけれども、

交換しなかったんですよね。 

  事務監査実施、令和７年１１月のときにも交換

がされてなかったということで、１年以上もう放

置されてたわけですね。 

  これに関して、ほかにもあるのですけれども、

長門住区センターも、これに関して原因について

は、担当者は使用に問題はないと判断し、目先の

期日等がある事務を優先させてしまい、消火器等

がいざというときに使用できない破損事故のリス

クがあるなど、区民の命と安全を守る施設安全管
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理者としての危機意識が欠けていたと。担当者安

全管理に関する認識が欠けていたため、今後はル

ール化をしていくとか、どうとかこうとかいろい

ろ書いてあるのですけれども、これぺら１枚こう

いう監査のされて、議員も読んで、はあで済む話

かなあと、非常にこれ大事な話だなと思ってるん

ですね。 

  様々ガバナンスのところでは、ダブルチェック

を怠ってましたとか、トリプルチェックしたけれ

ども、もう２回目も３回目も見落としてましたみ

たいなのも過去にありました。何の意味もないな

と思うんですね。３回目のチェックさえ見落とし

てたと、どういうことなのかなあと。 

  これも１年以上ですよ、１年半です約放置して

いたわけです。安全だと思ってた、よく食べ物で

賞味期限切れるけれども、いいから大丈夫だよみ

たいな話違うと思うんですね。これ区民の安全意

識、安全を守っていくそういう設備ですから、ち

ょっとここに関してどうなんでしょうね見解とい

うか、これに関して、しっかりと反省も踏まえて、

今の決意というか述べてもらいたいなと思うので

すけれども、いかがでしょうか。 

○勝田副区長 この点につきましては誠に申し訳な

く思っております。 

  確かに今、岡安委員おっしゃるとおり、監査の

報告の中では、緊急性すぐに使えなくなる、期限

切れてるのですけれども、その場で使えなくなる

わけではないからという認識が甘かったというと

ころがありました。 

  これに関しましては、公共施設を使っていただ

く以上、区民の方に使っていただく以上は、区民

の方の生命と安全を確保することが、それが最大

の任務でございますので、その認識が区の職員に

欠けていたというところは大変申し訳なく、反省

する次第でございます。 

  今、制度としても、必ずこういった制度の確認、

内容につきましては、また確認をして、押印をし

て確認する組織全体で確認をするような仕組みに

変えておりますので、今後このようなことが二度

とないように注意を払ってまいります。大変申し

訳ございませんでした。 

○岡安たかし委員 よろしくお願いします。点検委

託業者から指摘を度々されていたにもかかわらず

ですから、ここがちょっと重く受け止めていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○へんみ圭二委員 主権者教育についてなのですが、

私たちの会派としては主権者教育をもっともっと

行ってほしいという要望を以前からしてきました。 

  今回の情報連絡を見ますと、高校での実施が令

和６年度は７校と１校だったのが、令和７年度は

３校とゼロ校ということで、高校での実施が減っ

てしまってるという、非常に残念に感じているの

ですが、この点について何で減ってるのかという

ことと、あと今年度はどうするのか教えてくださ

い。 

○選挙管理委員会事務局長 今回この手が挙がらな

かった学校について、秋の段階で、電話なり訪問

するなりして、やりませんかというお声掛けをさ

せていただいておりました。１月、２月、３月で

もう一度調整してやろうという学校も幾つかあっ

たのですけれども、正直なところ衆議院選挙が突

然来ましたので、そこに手が回らなかったという

のが、今回の学校数が減ったというところの１つ

でございます。 

  今回、小学校力入れておりますけれども、やは

り主権者教育、小学校からやった方がいいかなと

いう意見も委員会、事務局の中でもありますし、

高校、中学につきましても、昨年秋やったように

手が挙がってない学校については直接出向くなり、

電話するなりして働きかけを強化していきたいと

思っております。 

○へんみ圭二委員 是非積極的に進めていただきた

いと思います。 
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  あと文教大学の学祭のときにやられていますけ

れども、ほかの大学でも是非やっていくべきでは

ないかなと思いますが、その点はいかがですか。 

○選挙管理委員会事務局長 そちらについてもチャ

ンスがあれば積極的に働きかけていきたいと思っ

ております。 

○へんみ圭二委員 分かりました。是非こちらから、

声を掛けて実施できるように進めていただきたい

と思います。 

  あともう１つ、ふるさと納税、足立の花火につ

いてありました。これ足立の花火の返礼品として

有料席を用意するけれども、中止になった場合に

は返金はしないで代替品を送るということなので

すが、これ何を送るのか、大体その総額は幾らぐ

らいなのか教えていただけますか。 

○シティプロモーション課長 昨年の中止のときは、

ヨックモックのシガール３０本入りをお送りさせ

ていただきました。１つのお品物代としては３，

０００円相当になります。それが総額幾らになる

のかというのが、今ちょっとすぐ計算ができない

ので、また後ほど、御報告したいと思います。 

○へんみ圭二委員 宿泊セット去年は、もう１つホ

テルが入ってたのですが、今回この１つだけにな

ってるのはどういう理由なのでしょうか。 

○シティプロモーション課長 去年、ココグランを

入れさせていただいていたのですけれども、お申

込みがなかったということで、今回ちょっと１回

見送らせてほしいということで、協議の結果決ま

りました。やっぱり直前ですと、なかなか寄附額

がかなりの高額になりますので、ここの部分に関

してはもう少し早い段階での周知と募集開始をし

た方がいいのかなということで改善してまいりた

いと思います。 

○へんみ圭二委員 今年の足立の花火の予算が４億

８，０００万円ですよね。これ税金を投入するこ

の公費負担率がどれぐらいなのかというのと、あ

とは都内の自治体の中で、どれぐらいなるんです

か。断トツトップになるのかなと思うのですが、

その辺りはいかがなのでしょうか。 

○工藤副区長 担当がおりませんので、概算ですけ

れども、ごめんなさい、すみません。 

○観光交流協会事務局長 今年度につきましては、

有料席の増分を考えておりまして、負担率につい

て、自主財源の確保には努めてまいりますけれど

も、補助金の負担率については、昨年とほぼ同様

で、若干よくなるというところで今考えておりま

す。 

○へんみ圭二委員 昨年と同様というと多分公費負

担率は９割になってしまうということだと思いま

す。今回、この返礼品は代替品を送付するという

ことですけれども、やはり４億８，０００万円掛

かっていて、公費負担率が、もう９割という状況

ですから、これはもう代替品の送付も、申し訳な

いけれども中止になった場合には、ごめんなさい

ということにして、そこもリスクをちゃんとお知

らせした上でやればいいのかなということを感じ

るのですが。 

  というのも、今年こそは開催してほしいのです

が、天気予報を今、見ますと、５月２９日が雨で、

５月３０日は晴れなんだけれども雷という予想も

ありますし、グーグルで見ますと５月３０日が天

気としては、気温も高いけれども降水確率も高い

ということが出てまして、そうならないでほしい

なとは思うのですが、やはり雨になった場合のこ

とも考えて、リスクもちゃんとお知らせした上で、

ふるさと納税の返礼品やってもいいのかなと思う

のですが、その点はいかがですか。 

○シティプロモーション課長 天気のことは何とも

言えないので、今後検討していきたいと思います。 

○へんみ圭二委員 なので代替品を送るということ

は、別に、別にというかやらなくてもいいのかな

と思うのですが、そこはどうなのですか。 

○シティプロモーション課長 そうですね。１回目

のときはお送りしなかったんですね。でもほかの
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自治体の事例等々を見ますと、やはりその中止の

ときに送っている自治体も多かったということで、

おわびの気持ちも兼ねてお送りさせていただいて

おりますが、どういったやり方が適切なのかとい

うのはまた考えたいと思います。 

○伊藤のぶゆき委員 すみません、お昼なのに、１

点だけちょっと聞きたいですけれども、これは答

えというか考え方だけちょっと聞いておきたいの

ですけれども。 

  この情報連絡の中に、この公共施設の工事発注

予定が出てます。多分今いろいろな方から出てて

資材の高騰、多分昨日もＴＯＴＯが多分ユニット

バスの新規の受付を停止している、多分石油製品

が今なくなってきてて、知り合いの多分業者さん

とかも、もう本当に今資材が高騰してて、高くな

ってきてるということなのですけれども。今のま

まのペースでいくと発注予定がなかなか難しくな

ってくるのかなと思うのですけれども、これ今、

区は今後どのように考えてるというか、いつ頃検

討し始めることになってるのですかね。 

○中部地区建設課長 伊藤委員おっしゃるとおり、

そういう情報入ってきてるのですけれども、具体

的にこれが入らないというのは、私どももニュー

スでＴＯＴＯのユニットバスが入らないというこ

とを認識した次第でございます。 

  各業者さんは、メーカーからこういうものが高

くなる、こういうものが入りにくいという情報は

いただいていて、私どもにも連絡は入るんですけ

れども、本当に工事ができないかというと、まだ

今受注されてる方はめどは立ってる。例えば工事

やってる方も発注してるので、入ってくるかもし

れないけれども、少し遅れるかもしれないという

情報入ってるので、まだまだ少しいろいろ情報の

収集が必要かなというふうに考えております。 

  また単価が上がったものについては、今までイ

ンフレスライドですとか、あとその商品について

は単品スライドという制度もございますので、そ

ういうものを活用して、不足分をお支払するとい

う制度もございますので、少し猶予はないのです

けれども、時間を見ながら検討していきたいと思

っております。 

○伊藤のぶゆき委員 実際工事現場では多分ちょっ

とパイプとかも、今やってる工事だったら現場に

だったら送るけれども、例えば倉庫だったら売り

ませんとかということが起きてきてるらしいので、

これなかなか大変なことだと思うので、是非情報

収集だけしっかりしていただければと思いますの

で、要望です。 

○渡辺ひであき委員長 他に質疑ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○渡辺ひであき委員長 質疑なしと認めます。 

  では委員長から申し上げます。 

  特段の事情がない限り、この委員会構成でない

限り、今回が最後になると思いますので、一言御

挨拶を申し述べさせていただきます。 

  議長はじめ委員の皆様、区議会事務局はじめ執

行委員会の皆様、この１年間大変お世話になりま

した。拙い委員長でございましたけれども、何と

か１年乗り切ることができました。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。ありがとうござい

ました。 

  それでは、岡安副委員長よりお願いします。 

○岡安たかし副委員長 私からも、事務局また議長、

そして委員長、執行部の皆様、大変に１年間あり

がとうございました。 

  当委員会は御存じのとおり幅広い案件を審議す

る委員会ですので、自分自身も様々勉強しながら

という意味では、研さんにもつながりましたし、

また熟議する中で、区政を様々議論し、区民の皆

様の安全安心をはじめ、いろいろなことを前進で

きたのかなと思っております。今後、この委員会

で得た知識や経験をまた地域に帰って還元したい

と決意しております。本当にありがとうございま

した。 
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○渡辺ひであき委員長 はたの副委員長よろしくお

願いします。 

○はたの昭彦副委員長 どうも１年間お世話になっ

てありがとうございました。 

  １年間副委員長の任務を務めさせていただきま

したけれども、十分役割は果たせなかったかなと

思いますけれども、委員長に支えられて１年間や

っていくことができました。この場を借りてお礼

申し上げます。ありがとうございました。 

○渡辺ひであき委員長 以上をもちまして総務委員

会を終了させていただきます。 

午後零時０４分閉会 


